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和気町議会だより 令和6年1月25日発行第71号

Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』
の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい
町民の笑顔やイベント行事などの写真
をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』
表紙に掲載するとともに、誌面で紹介さ
せていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページ
をご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。

写真はイメージです。

「高原の宿ロマンツェからの初日の出」

今月の表紙
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一部加工・トリミングして掲載しています。

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

三保高原スポーツ＆リゾート
議会広報編集委員会
初日の出を拝みにロマンツェに行き
ました。少し雲がありましたが綺麗な
初日の出を見ることができました。

和気町議会

第71号
令和5年
12月定例会

❺ 質疑と答弁　❽ 委員長報告
　 一般質問11

❷ 12月議会定例会・1月議会臨時会



議案第100号　和気町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

　　　

和気町地域情報通信施設の設置及び
管理に関する条例の一部改正
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賛否の状況

反対意見

山田 浩子 議員
　無償貸与が７５歳以上の者のみ
で構成されている世帯と限定され
ている。この条例では７５歳以上
の者が若い家族と同居している
場合は有料になる。本当にデジタ
ル弱者に寄り添ったものになって
いるのか。今まで無料配布だった
だけに、料金がかかるとなった場
合、もっと慎重に議論をするべき
ではないか。議論し尽くされたと
は思えない。

　今年度の一番大きく重要な案件と考える。より入念な調査や説明が必要だ。４月に業者選
定可決後に、アプリの案内やデモンストレーションの案内もない状態で、先日の委員会で一
部有償貸与と提示された。町民の代表として、我々は町民に対し説明をする立場でもある。
その有用性を含めて、説明できる状態ではない。
　そして、委員会で否決された後に、初めてアプリのデモンストレーションがあった。ほとん
どの議員がそこで初めてアプリを体験したのではないか。今、判断を誤ると、困るのは町民で
あり、今後の説明会でさえ混乱を招く可能性がある。
　京セラみらいエンビジョンのシステムを使っている自治体は、全国１５自治体ある。その中
で、和気町が今回導入するアプリ「しらせあい」の導入実績は４自治体だ。先進地の１５自治
体については、すべて無償貸与。若年層に対しては各自所有のスマホのみで対応という自治
体もある。
　有償貸与の先進事例さえ示されてない判断材料が少ない中で、情報弱者ともいえる世帯
には３万円、さらに年間６,０００円の通信料が必要と言われても、理解することはできない。

我澤 隆司 議員

賛成少数で
原案否決

賛成意見

　本案は、これまでの音声告知放送から、機器の
老朽化を機に新たな告知放送システムを構築、更
新をするものであり、これに伴い、告知放送の内
容、対象者に関する基準を定めるものである。こ
の更新事業により、防災情報、行政情報等にいつ
でも、どこでも、スマートフォンを活用し、迅速に入
手することができるよう、そのための環境整備を
するために必要な関係条例の一部改正を行うも
のである。
　なお、この告知放送システムの更新事業につい
ては、令和4年１２月８日の全員協議会で説明を受
け、令和5年度当初予算は３月定例議会において
全会一致で可決されている。また、令和5年４月２
１日の臨時議会においても、工事契約の締結につ
いても議決を経ている。

居樹 豊 議員
　本案は、現在全戸配布して使用している音声告知端末に変わる新たな情報シ
ステムであり、既に、令和５年度当初予算において、７億円の事業費を全会一致
で可決している。
　また、令和５年４月の議会臨時会においても京セラみらいエンビジョンと６億２
百万円余りの事業費を全会一致で可決している。
　今回の条例改正を経て、各地域に出向き、事業の詳細を説明し、令和６年４月
からの運用開始を予定している事業であり、この条例が認められないと地元説
明もできないこと。
　また、この情報システムは、行政のお知らせのみならず、町民の安全・安心を守
ることが第一の目的であり、必要不可欠な事業だ。
　執行部の説明不足とのことで、全員協議会において細部説明もあった。この条
例に不足部分があれば、今後一部改正も可能であり、今議会において可決すべ
き議案である。
　なお、情報システム事業の協議は、令和４年１２月定例会の全員協議会から始
まり、以後の議会経過からして、今回この条例案を即否決することはできない。
　今後の議会運営にも支障をきたす恐れもあり、ゆいしき問題だ。

山本 泰正 議員

議会討論の
動画は
こちらから

12月議会の
動画一覧は
こちら

1月臨時議会の
動画はこちら

12 月 議会定例会
令和５年12月6日～14日

審議結果件 　　　　　　　名議案番号

全会一致で

可決
議案

第 1 号

議案
第 2 号

全会一致で

可決

和気町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について

令和５年度和気町一般会計補正予算（第８号）について

令
和
6
年
1
月
12
日

臨時議会

請願・陳情（12月議会定例会）

審査結果提出者内　容請・陳

全会一致で
趣旨採択請 岡山県労働組合会議

議長　西崎　直人

全会一致で
趣旨採択請 全日本年金者組合備前支部

支部長　古松　国昭

｢最低賃金全国一律制への法改正を求める意見
書」採択を求める請願

公的年金の削減中止と物価高騰に見合った年金
支給額の改善を求める請願

議会討論

こんなことが審議されました

和気町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

７５歳以上の者がいる世帯へ告知端末を貸与する場合（個人のスマホ利用が困難な世帯）は、無償貸与となり
ました。　※詳しくは広報和気２月号の「告知放送システム」の特集記事をご確認ください。

●告知端末（タブレット）の貸与料…１世帯につき１台のみ／30,000円
〈告知端末が無償貸与される対象者について〉

12月定例会で提案された内容 １月臨時会で修正された内容

（1）75歳以上の者のみで構成される世帯
（2）身体障害者手帳１級及び２級（障害の種類は視  
 覚障害、聴覚障害及び肢体不自由）の交付を受  
 けている者のいる世帯

（3）町長が特に必要と認める世帯等

（1）75歳以上の者がいる世帯
（2）同左

（3）同左

　12月議会定例会において賛成少数により否決された「地域情報通信施設
の設置及び管理に関する条例の一部改正」について規定の一部が修正され、
令和6年1月議会臨時会に改正案が提案され、全会一致で可決されました。
　修正された主な内容は次のとおりです。

和気町議会だより 第71号 2



議案第100号　和気町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

　　　

和気町地域情報通信施設の設置及び
管理に関する条例の一部改正
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賛否の状況

反対意見

山田 浩子 議員
　無償貸与が７５歳以上の者のみ
で構成されている世帯と限定され
ている。この条例では７５歳以上
の者が若い家族と同居している
場合は有料になる。本当にデジタ
ル弱者に寄り添ったものになって
いるのか。今まで無料配布だった
だけに、料金がかかるとなった場
合、もっと慎重に議論をするべき
ではないか。議論し尽くされたと
は思えない。

　今年度の一番大きく重要な案件と考える。より入念な調査や説明が必要だ。４月に業者選
定可決後に、アプリの案内やデモンストレーションの案内もない状態で、先日の委員会で一
部有償貸与と提示された。町民の代表として、我々は町民に対し説明をする立場でもある。
その有用性を含めて、説明できる状態ではない。
　そして、委員会で否決された後に、初めてアプリのデモンストレーションがあった。ほとん
どの議員がそこで初めてアプリを体験したのではないか。今、判断を誤ると、困るのは町民で
あり、今後の説明会でさえ混乱を招く可能性がある。
　京セラみらいエンビジョンのシステムを使っている自治体は、全国１５自治体ある。その中
で、和気町が今回導入するアプリ「しらせあい」の導入実績は４自治体だ。先進地の１５自治
体については、すべて無償貸与。若年層に対しては各自所有のスマホのみで対応という自治
体もある。
　有償貸与の先進事例さえ示されてない判断材料が少ない中で、情報弱者ともいえる世帯
には３万円、さらに年間６,０００円の通信料が必要と言われても、理解することはできない。

我澤 隆司 議員

賛成少数で
原案否決

賛成意見

　本案は、これまでの音声告知放送から、機器の
老朽化を機に新たな告知放送システムを構築、更
新をするものであり、これに伴い、告知放送の内
容、対象者に関する基準を定めるものである。こ
の更新事業により、防災情報、行政情報等にいつ
でも、どこでも、スマートフォンを活用し、迅速に入
手することができるよう、そのための環境整備を
するために必要な関係条例の一部改正を行うも
のである。
　なお、この告知放送システムの更新事業につい
ては、令和4年１２月８日の全員協議会で説明を受
け、令和5年度当初予算は３月定例議会において
全会一致で可決されている。また、令和5年４月２
１日の臨時議会においても、工事契約の締結につ
いても議決を経ている。

居樹 豊 議員
　本案は、現在全戸配布して使用している音声告知端末に変わる新たな情報シ
ステムであり、既に、令和５年度当初予算において、７億円の事業費を全会一致
で可決している。
　また、令和５年４月の議会臨時会においても京セラみらいエンビジョンと６億２
百万円余りの事業費を全会一致で可決している。
　今回の条例改正を経て、各地域に出向き、事業の詳細を説明し、令和６年４月
からの運用開始を予定している事業であり、この条例が認められないと地元説
明もできないこと。
　また、この情報システムは、行政のお知らせのみならず、町民の安全・安心を守
ることが第一の目的であり、必要不可欠な事業だ。
　執行部の説明不足とのことで、全員協議会において細部説明もあった。この条
例に不足部分があれば、今後一部改正も可能であり、今議会において可決すべ
き議案である。
　なお、情報システム事業の協議は、令和４年１２月定例会の全員協議会から始
まり、以後の議会経過からして、今回この条例案を即否決することはできない。
　今後の議会運営にも支障をきたす恐れもあり、ゆいしき問題だ。

山本 泰正 議員

議会討論の
動画は
こちらから

12月議会の
動画一覧は
こちら

1月臨時議会の
動画はこちら

12 月 議会定例会
令和５年12月6日～14日

審議結果件 　　　　　　　名議案番号

全会一致で

可決
議案

第 1 号

議案
第 2 号

全会一致で

可決

和気町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について

令和５年度和気町一般会計補正予算（第８号）について

令
和
6
年
1
月
12
日

臨時議会

請願・陳情（12月議会定例会）

審査結果提出者内　容請・陳

全会一致で
趣旨採択請 岡山県労働組合会議

議長　西崎　直人

全会一致で
趣旨採択請 全日本年金者組合備前支部

支部長　古松　国昭

｢最低賃金全国一律制への法改正を求める意見
書」採択を求める請願

公的年金の削減中止と物価高騰に見合った年金
支給額の改善を求める請願

議会討論

こんなことが審議されました

和気町地域情報通信施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

７５歳以上の者がいる世帯へ告知端末を貸与する場合（個人のスマホ利用が困難な世帯）は、無償貸与となり
ました。　※詳しくは広報和気２月号の「告知放送システム」の特集記事をご確認ください。

●告知端末（タブレット）の貸与料…１世帯につき１台のみ／30,000円
〈告知端末が無償貸与される対象者について〉

12月定例会で提案された内容 １月臨時会で修正された内容

（1）75歳以上の者のみで構成される世帯
（2）身体障害者手帳１級及び２級（障害の種類は視  
 覚障害、聴覚障害及び肢体不自由）の交付を受  
 けている者のいる世帯

（3）町長が特に必要と認める世帯等

（1）75歳以上の者がいる世帯
（2）同左

（3）同左

　12月議会定例会において賛成少数により否決された「地域情報通信施設
の設置及び管理に関する条例の一部改正」について規定の一部が修正され、
令和6年1月議会臨時会に改正案が提案され、全会一致で可決されました。
　修正された主な内容は次のとおりです。

和気町議会だより 第71号3



　令和６年４月1日から藤公園の入園料が変更になります。

料金区分

個人

団体（15人以上）

旧料金
300円
150円
250円
100円

種別
大人（高校生以上）
小人（小・中学生）
大人
小人

団体割引廃止

新料金
500円
無料

種別
大人（中学生以上）
小人（小学生以下）

〈現在〉 〈令和６年度から〉

　　　

和気町藤公園条例の一部改正
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賛否の状況

議案第106号
和気町藤公園条例の一部改正

賛成多数で
原案可決

　中学生が５００円になるのは高すぎるのではないか。子育
て世代に優しい料金体制になっていない。子育て施策に重
点を置いて取り組んでいる和気町として、この条例の内容
は妥当なのか。町外からの来園者を増やすためにも、大人料
金、子ども料金の設定をするべきではないか。

山田 浩子 議員

反対意見

　本条例の一部改正については、今回の見直しの理由として、物価高騰
や将来的な公園の維持管理等を考慮するものである。改正内容は、開園
後初めて入園料の見直しを行い、料金体系は中学生以上５００円に一本
化する内容である。議論経過において、「団体の項目がない」とか、「１本
立て、２本立てにしては」とあったが、執行部からは一本化にする説明で
あった。いろんな考え方があるだろうが、一本化しようということの理解
を私はしている。
　そして、日本一の藤公園の藤を楽しみに来られる町外の観光客の方
も、この料金改正について理解は十分得られると思っている。

居樹 豊 議員
　開園当時より料金改正をせず、30年程度据
え置いていること。また、公共交通機関でも多
くが中学生から大人料金を設定している。物価
高騰の観点からも、公園の維持管理、藤棚の更
新などに対して、今まで以上に費用が生じる可
能性がある。
　今回の引き上げが藤公園のブラッシュアップ
に使われるのであれば、十分理解が得られると
考える。これからも藤公園を楽しんでもらうた
めにも。

山野 英里 議員

山本 稔 議員
　入園料を５００円に引き上げるのはいいが団体客が減っ
てきたということで安易に団体割引をなくするのはどうかと
思う。これから団体旅行等も増えてくると思われ、団体客を
呼び込むためには割引があるほうがいい。ほかの公園もほ
とんど割引がある。和気町に団体客はもういらないと言って
いるような条例である。

賛成意見

　  

告
知
端
末
の
有
償
貸
与
に
お
け
る
端
末

代
３
万
円
と
通
信
料
年
間
６
０
０
０
円
の
根

拠
は
。ま
た
、無
償
貸
与
の
場
合
の
通
信
料
は
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
台
５
５
４
４
０
円
（
税

込
）、通
信
料
月
額
９
４
６
円（
税
込
）で
あ
り
、

い
ず
れ
も
そ
の
半
額
に
近
い
金
額
を
設
定
し

て
い
る
。無
償
貸
与
の
場
合
は
通
信
料
も
無

償
で
あ
る
。

　 

配
布
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
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種
類
は
。
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ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
場
合
の
予
算
の

想
定
は
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
予
定
。費
用
と
し
て
は
、
現
在
７５
歳
以
上

の
み
の
世
帯
の
無
償
化
を
想
定
し
て
い
て
、１

０
０
０
台
程
度
の
導
入
を
見
込
ん
で
い
る
。ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
し
て
、年
間
１
５
０
０
万
円

程
度
を
考
え
て
い
る
。

　 

今
ま
で
全
世
帯
無
料
で
配
布
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
で
い
い
と
こ
ろ
だ
け
配
布
し
な
い

と
い
う
方
法
を
と
っ
て
は
ど
う
か
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
か
な
り
の
年
齢
に
お
い
て
ス
マ
ホ
が
す
で
に

普
及
さ
れ
て
い
る
。 ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
も

考
慮
し
、す
べ
て
有
償
と
い
う
判
断
が
で
き
ず

無
償
貸
与
の
対
象
者
を
７５
歳
以
上
の
み
と

設
定
し
た
。

　 

現
在
の
料
金
で
は
大
人
２
人
、
中
学
生

２
人
で
９
０
０
円
だ
が
、
中
学
生
以
上
が
５

０
０
円
に
な
る
と
２
０
０
０
円
に
な
る
。改

正
前
の
２
倍
以
上
の
料
金
に
な
り
高
い
と

感
じ
る
。小
中
学
生
の
子
ど
も
料
金
の
設
定

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　 

太
田 

町
長

　
様
々
な
議
論
が
あ
っ
た
が
、Ｊ
Ｒ
な
ど
で
は

中
学
生
は
大
人
料
金
で
あ
る
こ
と
や
、他
の
類

似
し
た
公
園
等
の
料
金
も
含
め
て
検
討
し
た
。

　 

３
０
０
円
を
５
０
０
円
に
す
る
と
６７
％

ア
ッ
プ
。物
価
高
騰
や
維
持
管
理
費
を
考
慮

し
て
理
解
は
で
き
る
が
、
高
い
ア
ッ
プ
率
な

の
で
、丁
寧
な
説
明
が
必
要
。引
き
上
げ
後
の

売
り
上
げ
想
定
は
。サ
ー
ビ
ス
面
の
向
上
は
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
令
和
５
年
度
の
収
益
の
実
績
が
１
２
９
３

万
３
０
０
０
円
。改
正
案
を
当
て
は
め
た
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
約
8
8
5
万
円
増
額

の
2
1
7
8
万
円
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　 
今
田 

副
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長

　
駐
車
料
金
の
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検
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し
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が
、
入
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料
金
を
中
学
生
以
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一
律
５
０
０
円
と
い
う

の
が
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当
と
考
え
た
。

　 

一
律
で
５
０
０
円
と
な
っ
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い
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が
、
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は
割
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引
き
に
す
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べ
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思
う
が
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
団
体
客
は
年
々
減
少
傾
向
で
令
和
５
年

度
に
つ
い
て
は
３
％
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、祭
り
期
間
中
の
団
体
の
対
応
、人

員
配
置
や
運
用
面
も
考
慮
し
、
団
体
割
引
は

不
要
と
考
え
て
い
る
。
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世
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の
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上
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の
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議
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良
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議
員

　
５
０
０
円
に
上
げ
る
の
は
賛
成
だ
が
、

引
上
げ
の
理
由
を
観
光
客
の
方
に
向
け

て
説
明
し
、
周
知
を
絶
対
に
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
和
気
の
藤
公
園
の
持
っ
て
い
る
良

さ
が一
段
と
改
善
さ
れ
れ
ば
、
自
然
と
口
コ

ミ
で
増
え
、
ま
た
来
た
い
と
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
る
と
考
え
る
。

意
見

質疑と答弁の動画は
こちらから！

その１ その2 その3 その4 その5

議会討論（12月議会定例会）

議会討論の
動画は
こちらから
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　令和６年４月1日から藤公園の入園料が変更になります。

料金区分

個人

団体（15人以上）

旧料金
300円
150円
250円
100円

種別
大人（高校生以上）
小人（小・中学生）
大人
小人

団体割引廃止

新料金
500円
無料

種別
大人（中学生以上）
小人（小学生以下）

〈現在〉 〈令和６年度から〉

　　　

和気町藤公園条例の一部改正

議　案　等　の　名　称
西
中
純
一

広
瀬
正
男

山
本
泰
正

万
代
哲
央

居
樹
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山
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神
﨑
良
一

我
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隆
司

山
田
浩
子

山
野
英
里

從
野

　勝

賛否の状況

議案第106号
和気町藤公園条例の一部改正

賛成多数で
原案可決

　中学生が５００円になるのは高すぎるのではないか。子育
て世代に優しい料金体制になっていない。子育て施策に重
点を置いて取り組んでいる和気町として、この条例の内容
は妥当なのか。町外からの来園者を増やすためにも、大人料
金、子ども料金の設定をするべきではないか。

山田 浩子 議員

反対意見

　本条例の一部改正については、今回の見直しの理由として、物価高騰
や将来的な公園の維持管理等を考慮するものである。改正内容は、開園
後初めて入園料の見直しを行い、料金体系は中学生以上５００円に一本
化する内容である。議論経過において、「団体の項目がない」とか、「１本
立て、２本立てにしては」とあったが、執行部からは一本化にする説明で
あった。いろんな考え方があるだろうが、一本化しようということの理解
を私はしている。
　そして、日本一の藤公園の藤を楽しみに来られる町外の観光客の方
も、この料金改正について理解は十分得られると思っている。

居樹 豊 議員
　開園当時より料金改正をせず、30年程度据
え置いていること。また、公共交通機関でも多
くが中学生から大人料金を設定している。物価
高騰の観点からも、公園の維持管理、藤棚の更
新などに対して、今まで以上に費用が生じる可
能性がある。
　今回の引き上げが藤公園のブラッシュアップ
に使われるのであれば、十分理解が得られると
考える。これからも藤公園を楽しんでもらうた
めにも。

山野 英里 議員

山本 稔 議員
　入園料を５００円に引き上げるのはいいが団体客が減っ
てきたということで安易に団体割引をなくするのはどうかと
思う。これから団体旅行等も増えてくると思われ、団体客を
呼び込むためには割引があるほうがいい。ほかの公園もほ
とんど割引がある。和気町に団体客はもういらないと言って
いるような条例である。
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１０
日
前
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
１０
％
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
な
っ
て
い
る
が
、７
日
か

ら
４
日
前
は

３０
％
、３
日
か
ら
１
日
前
は

５０
％
、
当
日
は
１
０
０
％
と
い
っ
た
日
に
ち

で
の
設
定
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
運
営
当
初
か
ら
の
継
続
で
い
く
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こ
の
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設
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金
引
き
上
げ
に
よ
り
、

何
％
ぐ
ら
い
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ
す
る

の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
料
金
改
定
前
に
つ
い
て
は
３
１
５
万
８
０

０
円
。
改
定
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
３

８
８
万
２
０
０
０
円
と
な
り
、
約
７３
万
円
の

増
を
想
定
し
て
い
る
。

　 

美
し
い
森
は
健
全
運
営
に
向
け
た
努
力

を
さ
れ
て
い
る
中
で
の
利
用
料
改
正
で
あ

る
が
、バ
ン
ガ
ロ
ー（
イ
ロ
リ
）の
使
用
料
は
、

現
在
１
人
２
千
円
が
１
室
１
万
円
と
な
れ

ば
、２
人
で
利
用
す
る
と
１
人
５
千
円
と

な
る
が
問
題
な
い
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
今
回
の
改
正
は
、人
数
単
位
か
ら
部
屋
単

位
へ
の
改
正
で
、
現
在
ま
で
の
利
用
状
況
を

参
考
に
算
定
し
た
。予
約
申
込
の
際
、
十
分

説
明
し
、理
解
を
得
た
い
。

　 

一
回
２
０
０
円
で
露
天
風
呂
を
貸
す
の
か
。

　 
岡 

産
業
振
興
課
長

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
付
帯
設
備
で
使
用
料
金
を

２
０
０
円
い
た
だ
く
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
利
用
者

の
み
の
利
用
で
あ
る
。

　  

国
保
は
所
得
割
と
均
等
割
額
だ
け
で

な
い
と
思
う
が
、
そ
の
額
が
４
か
月
も
し

く
は
６
か
月
の
免
除
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
所
得
割
額
と
均
等
割
額
が
健
康
保
険
税

の
全
額
で
あ
る
。
そ
の
期
間
の
健
康
保
険
税

は
頂
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

　  

８
業
士（
※
1
）
が
和
気
町
に
来
な
く
て

も
和
気
町
民
の
戸
籍
謄
本
を
他
市
町
で
取

れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。こ
れ
に
よ
り
、
営

利
を
目
的
と
し
た
戸
籍
謄
本
の
取
得
が
増

え
る
心
配
は
な
い
の
か
。

　 
竹
内 
住
民
課
長

　
今
回
、
広
域
交
付
の
対
象
が
、
本
人
の

戸
籍
、
父
母
・
祖
父
母
等
の
直
系
尊
属（
※

2
）、子

や
孫
等
の
直
系
卑
属（
※
3
）の

戸
籍
が

対
象
に
な
る
。８
業
士
や
委
任
状
が
必
要
に

な
る
請
求
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
ど
お
り
本

籍
地
へ
の
請
求
、発
行
と
な
る
。

　 

佐
伯
中
学
校
校
舎
は
足
場
組
み
で
変

更
が
生
じ
た
。
体
育
館
は
ま
だ
足
場
組
み

し
て
な
い
が
こ
の
変
更
で
い
い
の
か
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
校
舎
は
足
場
を
組
ん
で
近
く
で
調
査
し

た
。
体
育
館
は
校
舎
の
調
査
を
ふ
ま
え
 変

更

し
た
。内
容
が
確
定
し
た
ら
報
告
す
る
。

　  

地
域
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
減
額

は
歳
出
で
は
何
に
当
た
る
の
か
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
今
回
の
補
正
の
歳
出
と
は
リ
ン
ク
し
て
い

な
い
。民
生
費
、障
害
福
祉
費
、自
立
支
援
費

に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
の
補
助
金
で
、
国
が

１
／
２
、
県
が
１
／
４
以
下
で
予
算
計
上
し

て
い
た
。国
と
県
で
補
助
率
が
確
定
し
た
た

め
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　  

ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
事
業
に
支
援
金
２
０
０

０
万
円
の
根
拠
は
何
か
。具
体
策
は
何
か
。

　 

今
田 

副
町
長

　
高
原
の
宿
ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
今
年
度
見
込
み
で
、

純
損
益
が
1
９
５
０
万
円
を
掴
ん
で
い
る
。民

泊
業
者
の
参
入
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
た
と

は
い
え
、
利
用
者
の
大
幅
減
少
が
続
き
、
今
の

と
こ
ろ
回
復
が
見
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。管
理
者
か
ら
補
正
額
を
決
め
た
後
、上
限

を
１
８
０
０
万
円
と
し
て
経
営
責
任
を
取
り

た
い
申
し
出
も
あ
る
。

　
ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
今
後
の
経
営
と
し
て
、
運
営

方
法
の
見
直
し
や
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
棟
の
縮
小
な

ど
、
快
適
性
と
魅
力
度
の
向
上
を
図
る
。３
か

年
で
の
計
画
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
及
び
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
南
敷
地
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、

今
後
の
対
策
を
視
野
に
入
れ
た
経
営
改
善
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　  

施
設
備
品
購
入
費
３
６
５
万
円
に
つ
い

て
は
、和
気
閑
谷
高
校
の
寮
の
経
費
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
和
気
閑
谷
高
校
の
暫
定
的
に
受
け
入
れ

る
寮
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の

人
数
を
１３
人
分
と
想
定
し
、
生
徒
の
ベ
ッ
ド
、

机
、
椅
子
や
、
共
用
で
使
う
冷
蔵
庫
、エ
ア
コ

ン
、洗
濯
機
、掃
除
機
な
ど
を
用
意
す
る
。

　 

こ
の
事
業
の
内
容
は
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
配
合
飼
料
等
の
価
格
が
高
騰
し
、経
済
的

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
畜
産
経
営
者
等
に
対

し
て
、
購
入
費
等
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。

　  

委
託
料
50
万
円
は
今
問
題
に
な
っ
て

い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
を
す
る
と
い
う
こ

と
か
。

　 

田
村 

産
業
建
設
部
長

　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
検
査
を
す
る
前

提
で
予
算
を
確
保
す
る
。10
月
の
検
査
の

時
に
目
標
値
以
下
で
は
あ
っ
た
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
出
し
て
い
る
よ
う
に
南
部
水
源
地

が
１4
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
吉
田
水
源
地
で
６
ナ
ノ

グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
想
定
は

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
想
定
は

我
澤 

隆
司 

議
員

和
気
美
し
い
森
の
使
用
料
は

和
気
美
し
い
森
の
使
用
料
は

山
本 

泰
正 

議
員

山
田 

浩
子 

議
員

和
気
美
し
い
森
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は

山
本 

稔 

議
員

工
事
変
更
の
内
容
は

工
事
請
負
契
約
の
締
結

山
田 

浩
子 

議
員

地
域
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
減
額
は

令
和
5
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

国
保
税
そ
の
も
の
が
4
か
月

も
し
く
は
6
か
月
免
除
か

西
中 

純
一 

議
員

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

和
気
美
し
い
森
条
例
の

一
部
改
正

委
託
料
50
万
円
は
問
題
の

P
F
A
S（
※
4
）か

西
中 

純
一 

議
員

簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

山
本 

稔 

議
員

露
天
風
呂
貸
出
料
金
は

手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

広
瀬 

正
男 

議
員

戸
籍
謄
本
の
広
域
交
付
と
は

ロ
マ
ン
ツ
ェ
へ
の

指
定
管
理
者
支
援
金
は

ロ
マ
ン
ツ
ェ
へ
の

指
定
管
理
者
支
援
金
は神

﨑 

良
一 

議
員

施
設
備
品
購
入
費
は西

中 

純
一 

議
員

飼
料
価
格
高
騰
等
緊
急
対
策

支
援
金
事
業
と
は

居
樹 

豊 

議
員

※1　８業士（士業） 職務上の必要から住民票や戸籍謄本などを請求することが認められている弁護士、弁理士、司法書士、行政書士、税理士、社会
保険労務士、土地家屋調査士、海事代理士の職業のこと。

※2　直系尊属 父母・祖父母など自分より前の世代で、直通する系統の親族のこと。養父母も含まれる。叔父・叔母、配偶者の父母・祖父母は
含まれない。

※3　直系卑属 子・孫など自分より後の世代で、直通する系統の親族のこと。養子も含まれる。兄弟・姉妹、甥・姪、子の配偶者は含まれない。

※4　PFAS 有機フッ素化合物群で、撥水剤、塗料、防汚剤、グリース、オイル表面処理剤など様々な用途で工業製品や家庭用品などの分野に
幅広く使用されている物質。

用語解説

利用者のニーズを踏まえ使用料が改正される「和気美しい森バンガロー」

長寿命化に向けて改修工事が行われている佐伯中学校体育館

飼料価格高騰緊急対策事業

…1,334.3万円
畜種

肉用牛（肥育）

肉用牛（繁殖）

採卵鶏

ブロイラー

対象頭・羽

３，１００頭

５０頭

２，４００羽

１３０，０００羽

補助単価

２，８００円/頭

１，１００円/頭

２４円/羽

３５円/羽
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１０
日
前
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
１０
％
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
な
っ
て
い
る
が
、７
日
か

ら
４
日
前
は

３０
％
、３
日
か
ら
１
日
前
は

５０
％
、
当
日
は
１
０
０
％
と
い
っ
た
日
に
ち

で
の
設
定
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
運
営
当
初
か
ら
の
継
続
で
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く
。

　 

こ
の
施
設
の
料
金
引
き
上
げ
に
よ
り
、

何
％
ぐ
ら
い
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ
す
る

の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
料
金
改
定
前
に
つ
い
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は
３
１
５
万
８
０

０
円
。
改
定
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
３

８
８
万
２
０
０
０
円
と
な
り
、
約
７３
万
円
の

増
を
想
定
し
て
い
る
。

　 

美
し
い
森
は
健
全
運
営
に
向
け
た
努
力

を
さ
れ
て
い
る
中
で
の
利
用
料
改
正
で
あ

る
が
、バ
ン
ガ
ロ
ー（
イ
ロ
リ
）の
使
用
料
は
、

現
在
１
人
２
千
円
が
１
室
１
万
円
と
な
れ

ば
、２
人
で
利
用
す
る
と
１
人
５
千
円
と

な
る
が
問
題
な
い
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
今
回
の
改
正
は
、人
数
単
位
か
ら
部
屋
単

位
へ
の
改
正
で
、
現
在
ま
で
の
利
用
状
況
を

参
考
に
算
定
し
た
。予
約
申
込
の
際
、
十
分

説
明
し
、理
解
を
得
た
い
。

　 

一
回
２
０
０
円
で
露
天
風
呂
を
貸
す
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
付
帯
設
備
で
使
用
料
金
を

２
０
０
円
い
た
だ
く
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
利
用
者

の
み
の
利
用
で
あ
る
。

　  

国
保
は
所
得
割
と
均
等
割
額
だ
け
で

な
い
と
思
う
が
、
そ
の
額
が
４
か
月
も
し

く
は
６
か
月
の
免
除
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
所
得
割
額
と
均
等
割
額
が
健
康
保
険
税

の
全
額
で
あ
る
。
そ
の
期
間
の
健
康
保
険
税

は
頂
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

　  

８
業
士（
※
1
）
が
和
気
町
に
来
な
く
て

も
和
気
町
民
の
戸
籍
謄
本
を
他
市
町
で
取

れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
。こ
れ
に
よ
り
、
営

利
を
目
的
と
し
た
戸
籍
謄
本
の
取
得
が
増

え
る
心
配
は
な
い
の
か
。

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
今
回
、
広
域
交
付
の
対
象
が
、
本
人
の

戸
籍
、
父
母
・
祖
父
母
等
の
直
系
尊
属（
※

2
）、子

や
孫
等
の
直
系
卑
属（
※
3
）の

戸
籍
が

対
象
に
な
る
。８
業
士
や
委
任
状
が
必
要
に

な
る
請
求
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
ど
お
り
本

籍
地
へ
の
請
求
、発
行
と
な
る
。

　 

佐
伯
中
学
校
校
舎
は
足
場
組
み
で
変

更
が
生
じ
た
。
体
育
館
は
ま
だ
足
場
組
み

し
て
な
い
が
こ
の
変
更
で
い
い
の
か
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
校
舎
は
足
場
を
組
ん
で
近
く
で
調
査
し

た
。
体
育
館
は
校
舎
の
調
査
を
ふ
ま
え
 変

更

し
た
。内
容
が
確
定
し
た
ら
報
告
す
る
。

　  

地
域
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
減
額

は
歳
出
で
は
何
に
当
た
る
の
か
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
今
回
の
補
正
の
歳
出
と
は
リ
ン
ク
し
て
い

な
い
。民
生
費
、障
害
福
祉
費
、自
立
支
援
費

に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
の
補
助
金
で
、
国
が

１
／
２
、
県
が
１
／
４
以
下
で
予
算
計
上
し

て
い
た
。国
と
県
で
補
助
率
が
確
定
し
た
た

め
減
額
し
た
も
の
で
あ
る
。

　  

ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
事
業
に
支
援
金
２
０
０

０
万
円
の
根
拠
は
何
か
。具
体
策
は
何
か
。

　 

今
田 

副
町
長

　
高
原
の
宿
ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
今
年
度
見
込
み
で
、

純
損
益
が
1
９
５
０
万
円
を
掴
ん
で
い
る
。民

泊
業
者
の
参
入
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
た
と

は
い
え
、
利
用
者
の
大
幅
減
少
が
続
き
、
今
の

と
こ
ろ
回
復
が
見
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。管
理
者
か
ら
補
正
額
を
決
め
た
後
、上
限

を
１
８
０
０
万
円
と
し
て
経
営
責
任
を
取
り

た
い
申
し
出
も
あ
る
。

　
ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
今
後
の
経
営
と
し
て
、
運
営

方
法
の
見
直
し
や
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
棟
の
縮
小
な

ど
、
快
適
性
と
魅
力
度
の
向
上
を
図
る
。３
か

年
で
の
計
画
的
な
リ
フ
ォ
ー
ム
及
び
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
南
敷
地
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
、

今
後
の
対
策
を
視
野
に
入
れ
た
経
営
改
善
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　  

施
設
備
品
購
入
費
３
６
５
万
円
に
つ
い

て
は
、和
気
閑
谷
高
校
の
寮
の
経
費
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
和
気
閑
谷
高
校
の
暫
定
的
に
受
け
入
れ

る
寮
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の

人
数
を
１３
人
分
と
想
定
し
、
生
徒
の
ベ
ッ
ド
、

机
、
椅
子
や
、
共
用
で
使
う
冷
蔵
庫
、エ
ア
コ

ン
、洗
濯
機
、掃
除
機
な
ど
を
用
意
す
る
。

　 

こ
の
事
業
の
内
容
は
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
配
合
飼
料
等
の
価
格
が
高
騰
し
、経
済
的

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
畜
産
経
営
者
等
に
対

し
て
、
購
入
費
等
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。

　  

委
託
料
50
万
円
は
今
問
題
に
な
っ
て

い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
を
す
る
と
い
う
こ

と
か
。

　 

田
村 

産
業
建
設
部
長

　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
検
査
を
す
る
前

提
で
予
算
を
確
保
す
る
。10
月
の
検
査
の

時
に
目
標
値
以
下
で
は
あ
っ
た
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
出
し
て
い
る
よ
う
に
南
部
水
源
地

が
１4
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
吉
田
水
源
地
で
６
ナ
ノ

グ
ラ
ム
だ
っ
た
。

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
想
定
は

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
想
定
は

我
澤 

隆
司 

議
員

和
気
美
し
い
森
の
使
用
料
は

和
気
美
し
い
森
の
使
用
料
は

山
本 

泰
正 

議
員

山
田 

浩
子 

議
員

和
気
美
し
い
森
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は

山
本 

稔 

議
員

工
事
変
更
の
内
容
は

工
事
請
負
契
約
の
締
結

山
田 

浩
子 

議
員

地
域
生
活
支
援
事
業
補
助
金
の
減
額
は

令
和
5
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

国
保
税
そ
の
も
の
が
4
か
月

も
し
く
は
6
か
月
免
除
か

西
中 

純
一 

議
員

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

和
気
美
し
い
森
条
例
の

一
部
改
正

委
託
料
50
万
円
は
問
題
の

P
F
A
S（
※
4
）か

西
中 

純
一 

議
員

簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

山
本 

稔 

議
員

露
天
風
呂
貸
出
料
金
は

手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

広
瀬 

正
男 

議
員

戸
籍
謄
本
の
広
域
交
付
と
は

ロ
マ
ン
ツ
ェ
へ
の

指
定
管
理
者
支
援
金
は

ロ
マ
ン
ツ
ェ
へ
の

指
定
管
理
者
支
援
金
は神

﨑 

良
一 

議
員

施
設
備
品
購
入
費
は西

中 

純
一 

議
員

飼
料
価
格
高
騰
等
緊
急
対
策

支
援
金
事
業
と
は

居
樹 
豊 
議
員

※1　８業士（士業） 職務上の必要から住民票や戸籍謄本などを請求することが認められている弁護士、弁理士、司法書士、行政書士、税理士、社会
保険労務士、土地家屋調査士、海事代理士の職業のこと。

※2　直系尊属 父母・祖父母など自分より前の世代で、直通する系統の親族のこと。養父母も含まれる。叔父・叔母、配偶者の父母・祖父母は
含まれない。

※3　直系卑属 子・孫など自分より後の世代で、直通する系統の親族のこと。養子も含まれる。兄弟・姉妹、甥・姪、子の配偶者は含まれない。

※4　PFAS 有機フッ素化合物群で、撥水剤、塗料、防汚剤、グリース、オイル表面処理剤など様々な用途で工業製品や家庭用品などの分野に
幅広く使用されている物質。

用語解説

利用者のニーズを踏まえ使用料が改正される「和気美しい森バンガロー」

長寿命化に向けて改修工事が行われている佐伯中学校体育館

飼料価格高騰緊急対策事業

…1,334.3万円
畜種

肉用牛（肥育）

肉用牛（繁殖）

採卵鶏

ブロイラー

対象頭・羽

３，１００頭

５０頭

２，４００羽

１３０，０００羽

補助単価

２，８００円/頭

１，１００円/頭

２４円/羽

３５円/羽
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特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
は
和
気
町
の

ど
の
施
設
の
こ
と
を
指
す
の
か
。

　 

施
設
型
給
付
を
受
け
る
た
め
に
自
治
体
が

確
認
し
た
施
設
で
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
、

保
育
所
の
こ
と
で
あ
る
。主
に
私
立
が
対
象
の

た
め
和
気
町
に
は
今
の
と
こ
ろ
該
当
が
な
い
。

　 

入
園
料
5
0
0
円
に
は
賛
成
し
た
い
と

思
う
が
、
令
和
4
年
度
の
管
理
料
等
が
約

1
3
0
0
万
円
で
、
令
和
5
年
度
の
収
入
が

1
2
9
3
万
円
と
の
説
明
で
、
支
出
の
削
減

の
た
め
団
体
等
の
割
引
を
廃
止
す
る
考
え
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
も
無
駄
な
支
出
が
ま

だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
入
園
料
を
上
げ

る
代
わ
り
に
、支
出
の
方
の
削
減
を
ぜ
ひ
や
っ

て
ほ
し
い
。

　 

無
駄
を
な
く
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
無
い

よ
う
に
や
り
た
い
。ス
テ
ー
ジ
の
改
修
や
藤
棚
も

直
す
よ
う
な
準
備
を
し
た
い
。

　 

小
人
料
金
を
一
律
上
げ
て
、
中
学
生
が

1
5
0
円
が
5
0
0
円
と
な
る
が
、一
般
的
な

公
園
の
入
園
料
は
大
人
と
小
人
の
２
区
分
で

は
な
い
の
か
。1
区
分
ご
と
に
つ
い
て
、
ど
う

い
っ
た
議
論
経
過
が
あ
っ
た
の
か
。

　 

全
国
的
に
も
藤
公
園
は
た
く
さ
ん
あ
り
、近

県
等
の
同
等
規
模
の
藤
公
園
も
参
考
に
行
っ
た
。

物
価
高
騰
や
今
後
の
設
備
改
修
、駐
車
料
金
の

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
5
0
0
円
が
妥
当
と

判
断
し
た
。ま
た
、
現
行
の
小
人
料
金
の

1
5
0
円
を
廃
止
し
て
、入
園
料
を
中
学
生
以

上
に
設
定
す
る
。今
ま
で
有
料
で
あ
っ
た
小
学

生
を
無
料
化
に
す
る
こ
と
で
、
小
学
生
が
お
ら

れ
る
家
族
に
は
優
し
い
設
定
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。団
体
客
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
総
入
園
者

数
の
約
３
%
程
度
で
あ
り
、ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る

と
約
10
%
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
の
で
、団
体
割

引
の
効
果
が
薄
い
と
判
断
し
た
。

　 

中
学
生
以
上
が
5
0
0
円
は
理
解
で
き

る
が
、町
外
の
方
が
藤
公
園
に
行
っ
た
後
に
行

く
和
気
町
の
観
光
地
は
ど
こ
か
と
聞
か
れ
る

の
で
、和
気
美
し
い
森
で
も
鵜
飼
谷
温
泉
の
割

引
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

鵜
飼
谷
温
泉
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

町
内
が
周
遊
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。

　 

割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
を
検
討
し
て
、
鵜
飼

谷
温
泉
や
美
し
い
森
の
P
R
も
継
続
し
て
行
い

た
い
。

　 

ロ
マ
ン
ツ
ェ
指
定
管
理
者
支
援
金
の

2
0
0
0
万
に
つ
い
て
、今
後
も
継
続
し
て

い
け
る
努
力
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、令
和

５
年
度
も
、約
1
9
5
0
万
円
の
損
益
で
、支

援
金
を
2
0
0
0
万
円
補
正
し
て
い
る
。今

後
、町
と
し
て
の
考
え
方
は
。今
後
の
こ
と
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
示
し
た
上
で
、経
営
の

コ
ン
サ
ル
に
相
談
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　 

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
今
後
の
ロ
マ
ン

ツ
ェ
の
経
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
と
も
相
談

を
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
、
本
館
を
休
館
し

て
老
朽
化
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
10
棟
を
6
棟
へ
の

方
向
で
話
を
進
め
て
い
る
。宿
自
体
の
営
業
を

や
め
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
。継
続
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が一
番
い
い
の
か
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
を
今
年
度
立

ち
上
げ
て
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
和
気
駅
の

中
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
国
の
補
助
申

請
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

の
か
。和
気
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
案

の
協
議
も
行
う
の
か
。ま
た
、
今
後
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
教
え
て

ほ
し
い
。

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
は
、
様
々
な
福
祉
団

体
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
に
つ
い
て
、
駅
を
中
心
と
し
た
重
点
整
備
地

区
に
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
反
映
し
て
い
く
も

の
で
、一
部
歩
道
が
悪
い
と
か
、
中
央
公
民
館
に

障
害
者
用
の
段
差
が
な
い
か
な
ど
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
が
あ
っ
て
そ
の
一
部
と
し
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
着
手
す
る
考
え
で
あ
る
。今
後
の
計

画
に
つ
い
て
は
、来
年
度
、基
本
構
想
が
完
成
し

た
ら
、概
略
設
計
を
、そ
の
後
、詳
細
設
計
・
工

事
と
い
う
工
程
に
な
る
。

　 

空
き
家
等
対
策
協
議
会
で
ど
う
い
う
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

こ
の
協
議
会
の
中
で
和
気
町
空
き
家
対
策

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。危
険
な
特
定
空
き
家

等
を
指
定
し
て
い
く
た
め
の
基
準
や
、
該
当
案

件
の
内
容
の
審
査
な
ど
で
、
チ
ェッ
ク
項
目
に
よ

り
そ
れ
が
特
定
空
き
家
等
に
な
る
の
か
ど
う
か

を
、弁
護
士
、建
築
士
、家
屋
調
査
士
、司
法
書

士
等
、
国
家
資
格
を
持
っ
た
方
で
決
め
て
い
く

内
容
で
あ
る
。

　 

難
聴
児
補
聴
器
購
入
補
助
金
11
万

1
0
0
0
円
は
、ど
う
い
っ
た
内
容
な
の
か
。

　 

対
象
が
18
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
に
な
ら
な
い
難
聴
児
の
方
、
概
ね
両
耳
で

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
が
、
補
聴
器
購
入
の
補
助
対

象
で
、
基
準
価
格
の
3
分
の
2
を
公
費
で
補
助

す
る
制
度
で
あ
る
。

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

藤
公
園
条
例
の

一
部
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

委
員
長
報
告

和
気
町
議
会
に
は
、２
つ
の
常
任
委
員
会
と
１
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、特
に
詳
し
く
審
議
し
ま
す
。

　 

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

無
償
貸
与
す
る
説
明
だ
が
、
必
要
な
全
世
帯

に
配
布
す
る
想
定
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、１
台

当
た
り
単
価
と
そ
の
想
定
さ
れ
る
台
数
で
総

予
算
額
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　 

現
在
使
用
し
て
い
る
音
声
告
知
端
末
は

5
5
8
6
台
程
度
で
あ
る
。そ
れ
を
元
に
全
世

帯
に
無
償
貸
与
し
た
場
合
、
初
期
費
用
と
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
３
億
円
余
り
、
維
持
費
の
み

で
3
6
0
0
万
円
余
り
の
差
額
費
用
が
必
要

と
な
る
。

　 

今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
他

市
町
村
の
こ
と
が
一
番
参
考
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、他
市
町
村
で
の
無
料
配
布
や
何
歳
以

上
に
無
料
配
布
し
て
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　 

配
布
方
法
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
に
無
料
配

布
し
て
い
る
自
治
体
や
、
年
齢
条
件
で
６５
歳
や

７５
歳
以
上
の
高
齢
世
帯
の
み
に
無
料
配
布
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
と
は
把
握
し
て
い
る
。

　 

現
在
音
声
で
告
知
し
て
い
る
方
法
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
変
更
す
る
の
だ
か
ら
、こ
れ
ま
で

自
動
に
音
声
で
全
世
帯
に
周
知
で
き
て
い
た

も
の
が
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
触
ら
な
い
と
情

報
が
入
ら
な
い
仕
組
み
に
な
る
の
を
説
明
す

べ
き
で
は
。

　 

家
庭
に
貸
与
す
る
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
今

ま
で
ど
お
り
町
か
ら
の
情
報
は
自
動
的
に
流
れ

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　 
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
と
情
報
が
入
り
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
な
い
世
帯
に
は
全
然
情
報
が
入

ら
な
い
の
か
。町
の
予
算
を
か
け
て
、
町
の
本

当
に
伝
え
た
い
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
危
険
性

が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
行
う
の
か
。

　 

今
後
は
文
字
情
報
で
ど
こ
に
い
て
も
複
数

件
見
え
る
こ
と
や
、
引
き
続
き
音
声
で
も
伝
え

ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
今
回
開
発
を
進

め
た
経
緯
が
あ
る
。

　 

無
償
対
応
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
75
歳
以

上
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
と
身
体
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
た
者
の
い
る
世
帯
と

の
こ
と
だ
が
、今
把
握
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
数

は
何
世
帯
な
の
か
。

　 

７５
歳
以
上
に
つ
い
て
は
1
5
5
0
世
帯
と
把

握
し
て
い
る
。身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
つ
い

て
は
、1
2
1
名
が
1
級
2
級
に
該
当
す
る
。

　  

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
が
1
5
5
0
世
帯

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
方

が
70
代
で
も
79
％
と
言
わ
れ
た
が
、こ
れ
を
踏

ま
え
て
1
0
0
0
台
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　 

75
歳
以
上
で
も
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
方
も
い

る
と
想
定
し
て
1
0
0
0
台
と
想
定
し
て
い
る
。

　 

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
気
に

な
っ
て
い
て
、導
入
す
る
に
あ
た
り
説
明
会
も

丁
寧
に
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
よ
り
ス

マ
ホ
で
簡
単
に
操
作
で
き
る
と
な
れ
ば
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
希
望
さ
れ
る
方
も
減
る
と
思
わ

れ
る
が
、本
当
に
そ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必
要
な

方
に
は
無
料
で
貸
し
出
す
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

　 

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
方
は
、そ
れ
を
活
用
し

て
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。た
だ
、持
っ

て
な
い
方
に
つ
い
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
無
料
配
布
の

年
齢
設
定
に
つ
い
て
は
75
歳
以
上
で
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　 

和
気
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
と
空

家
等
対
策
協
議
会
の
報
酬
を
あ
げ
て
い
る
が
、

既
に
両
協
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。本
来
な

ら
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
と
き
に
、
委
員
の

報
酬
も
決
め
て
議
会
に
提
出
さ
れ
て
、
認
め

ら
れ
て
か
ら
の
協
議
会
開
始
が
本
来
の
形
で

は
な
い
の
か
。

　 

そ
の
と
お
り
だ
。た
だ
、こ
の
両
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
町
に
と
っ
て
未
知
数
の
組
織
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
計
画
等
策
定
し
て
い
き

た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、両
協
議

会
の
委
員
報
酬
に
つ
い
て
、
当
条
例
の
定
め
る

そ
の
他
委
員
の
報
酬
と
い
う
項
目
で
の
対
応
を

検
討
し
た
が
、
や
は
り
正
式
に
協
議
会
名
を
新

た
に
規
定
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　 

報
酬
を
認
め
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。当
然
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
が
、
協
議
会
の
話
が
出
た
と
き
に
、
き
ち

ん
と
規
定
し
て
か
ら
行
う
べ
き
で
あ
る
。遡
っ

て
行
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
し
、当
然
報
酬

も
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。新
た
な
協
議
会
が

決
ま
っ
た
時
点
で
、条
例
を
提
出
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

　 

指
摘
の
と
お
り
で
、提
案
す
る
こ
と
が
遅
れ
、

非
常
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
が
、
何
と
か
必

要
な
事
業
に
つ
い
て
進
め
た
い
の
で
お
願
い
し
た

い
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

地
域
情
報
通
信
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
今
の
音
声
告
知
端
末
が
い
つ
ま
で
も
使

用
で
き
な
い
の
で
、
時
代
に
合
わ
せ
た
形
で

流
れ
を
変
え
て
い
く
と
い
う
の
を
理
解
せ

ざ
る
を
得
な
い
。町
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。こ
れ
ま

で
音
声
告
知
端
末
が
無
償
で
全
戸
配
布

と
い
う
流
れ
で
き
て
い
る
か
ら
、
色
々
な
問

題
が
出
る
と
思
う
。不
合
理
に
な
ら
な
い
の

か
、
不
公
平
に
な
ら
な
い
の
か
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。不
安
を
持
っ
て

い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

意
見

本議会の動画はこちらから！ その1 その2
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特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
は
和
気
町
の

ど
の
施
設
の
こ
と
を
指
す
の
か
。

　 

施
設
型
給
付
を
受
け
る
た
め
に
自
治
体
が

確
認
し
た
施
設
で
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
、

保
育
所
の
こ
と
で
あ
る
。主
に
私
立
が
対
象
の

た
め
和
気
町
に
は
今
の
と
こ
ろ
該
当
が
な
い
。

　 

入
園
料
5
0
0
円
に
は
賛
成
し
た
い
と

思
う
が
、
令
和
4
年
度
の
管
理
料
等
が
約

1
3
0
0
万
円
で
、
令
和
5
年
度
の
収
入
が

1
2
9
3
万
円
と
の
説
明
で
、
支
出
の
削
減

の
た
め
団
体
等
の
割
引
を
廃
止
す
る
考
え
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
も
無
駄
な
支
出
が
ま

だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
入
園
料
を
上
げ

る
代
わ
り
に
、支
出
の
方
の
削
減
を
ぜ
ひ
や
っ

て
ほ
し
い
。

　 

無
駄
を
な
く
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
無
い

よ
う
に
や
り
た
い
。ス
テ
ー
ジ
の
改
修
や
藤
棚
も

直
す
よ
う
な
準
備
を
し
た
い
。

　 

小
人
料
金
を
一
律
上
げ
て
、
中
学
生
が

1
5
0
円
が
5
0
0
円
と
な
る
が
、一
般
的
な

公
園
の
入
園
料
は
大
人
と
小
人
の
２
区
分
で

は
な
い
の
か
。1
区
分
ご
と
に
つ
い
て
、
ど
う

い
っ
た
議
論
経
過
が
あ
っ
た
の
か
。

　 

全
国
的
に
も
藤
公
園
は
た
く
さ
ん
あ
り
、近

県
等
の
同
等
規
模
の
藤
公
園
も
参
考
に
行
っ
た
。

物
価
高
騰
や
今
後
の
設
備
改
修
、駐
車
料
金
の

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
5
0
0
円
が
妥
当
と

判
断
し
た
。ま
た
、
現
行
の
小
人
料
金
の

1
5
0
円
を
廃
止
し
て
、入
園
料
を
中
学
生
以

上
に
設
定
す
る
。今
ま
で
有
料
で
あ
っ
た
小
学

生
を
無
料
化
に
す
る
こ
と
で
、
小
学
生
が
お
ら

れ
る
家
族
に
は
優
し
い
設
定
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。団
体
客
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
総
入
園
者

数
の
約
３
%
程
度
で
あ
り
、ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る

と
約
10
%
の
減
少
に
な
っ
て
い
る
の
で
、団
体
割

引
の
効
果
が
薄
い
と
判
断
し
た
。

　 
中
学
生
以
上
が
5
0
0
円
は
理
解
で
き

る
が
、町
外
の
方
が
藤
公
園
に
行
っ
た
後
に
行

く
和
気
町
の
観
光
地
は
ど
こ
か
と
聞
か
れ
る

の
で
、和
気
美
し
い
森
で
も
鵜
飼
谷
温
泉
の
割

引
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

鵜
飼
谷
温
泉
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
、

町
内
が
周
遊
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。

　 

割
引
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
を
検
討
し
て
、
鵜
飼

谷
温
泉
や
美
し
い
森
の
P
R
も
継
続
し
て
行
い

た
い
。

　 

ロ
マ
ン
ツ
ェ
指
定
管
理
者
支
援
金
の

2
0
0
0
万
に
つ
い
て
、今
後
も
継
続
し
て

い
け
る
努
力
を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、令
和

５
年
度
も
、約
1
9
5
0
万
円
の
損
益
で
、支

援
金
を
2
0
0
0
万
円
補
正
し
て
い
る
。今

後
、町
と
し
て
の
考
え
方
は
。今
後
の
こ
と
に

つ
い
て
町
の
考
え
を
示
し
た
上
で
、経
営
の

コ
ン
サ
ル
に
相
談
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　 

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
今
後
の
ロ
マ
ン

ツ
ェ
の
経
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
と
も
相
談

を
し
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
、
本
館
を
休
館
し

て
老
朽
化
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
10
棟
を
6
棟
へ
の

方
向
で
話
を
進
め
て
い
る
。宿
自
体
の
営
業
を

や
め
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
。継
続
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
法
が一
番
い
い
の
か
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
を
今
年
度
立

ち
上
げ
て
審
議
さ
れ
て
い
る
が
、
和
気
駅
の

中
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
国
の
補
助
申

請
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

の
か
。和
気
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
案

の
協
議
も
行
う
の
か
。ま
た
、
今
後
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
整
備
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
教
え
て

ほ
し
い
。

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
協
議
会
は
、
様
々
な
福
祉
団

体
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
に
つ
い
て
、
駅
を
中
心
と
し
た
重
点
整
備
地

区
に
皆
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
反
映
し
て
い
く
も

の
で
、一
部
歩
道
が
悪
い
と
か
、
中
央
公
民
館
に

障
害
者
用
の
段
差
が
な
い
か
な
ど
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
が
あ
っ
て
そ
の
一
部
と
し
て
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
着
手
す
る
考
え
で
あ
る
。今
後
の
計

画
に
つ
い
て
は
、来
年
度
、基
本
構
想
が
完
成
し

た
ら
、概
略
設
計
を
、そ
の
後
、詳
細
設
計
・
工

事
と
い
う
工
程
に
な
る
。

　 

空
き
家
等
対
策
協
議
会
で
ど
う
い
う
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　 

こ
の
協
議
会
の
中
で
和
気
町
空
き
家
対
策

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。危
険
な
特
定
空
き
家

等
を
指
定
し
て
い
く
た
め
の
基
準
や
、
該
当
案

件
の
内
容
の
審
査
な
ど
で
、
チ
ェッ
ク
項
目
に
よ

り
そ
れ
が
特
定
空
き
家
等
に
な
る
の
か
ど
う
か

を
、弁
護
士
、建
築
士
、家
屋
調
査
士
、司
法
書

士
等
、
国
家
資
格
を
持
っ
た
方
で
決
め
て
い
く

内
容
で
あ
る
。

　 

難
聴
児
補
聴
器
購
入
補
助
金
11
万

1
0
0
0
円
は
、ど
う
い
っ
た
内
容
な
の
か
。

　 

対
象
が
18
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
に
な
ら
な
い
難
聴
児
の
方
、
概
ね
両
耳
で

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
が
、
補
聴
器
購
入
の
補
助
対

象
で
、
基
準
価
格
の
3
分
の
2
を
公
費
で
補
助

す
る
制
度
で
あ
る
。

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

藤
公
園
条
例
の

一
部
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

委
員
長
報
告

和
気
町
議
会
に
は
、２
つ
の
常
任
委
員
会
と
１
つ
の
特
別
委
員
会
が
あ
り
、

付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、特
に
詳
し
く
審
議
し
ま
す
。

　 

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

無
償
貸
与
す
る
説
明
だ
が
、
必
要
な
全
世
帯

に
配
布
す
る
想
定
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、１
台

当
た
り
単
価
と
そ
の
想
定
さ
れ
る
台
数
で
総

予
算
額
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　 

現
在
使
用
し
て
い
る
音
声
告
知
端
末
は

5
5
8
6
台
程
度
で
あ
る
。そ
れ
を
元
に
全
世

帯
に
無
償
貸
与
し
た
場
合
、
初
期
費
用
と
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
３
億
円
余
り
、
維
持
費
の
み

で
3
6
0
0
万
円
余
り
の
差
額
費
用
が
必
要

と
な
る
。

　 

今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
他

市
町
村
の
こ
と
が
一
番
参
考
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、他
市
町
村
で
の
無
料
配
布
や
何
歳
以

上
に
無
料
配
布
し
て
い
る
か
教
え
て
ほ
し
い
。

　 

配
布
方
法
に
つ
い
て
は
、
全
世
帯
に
無
料
配

布
し
て
い
る
自
治
体
や
、
年
齢
条
件
で
６５
歳
や

７５
歳
以
上
の
高
齢
世
帯
の
み
に
無
料
配
布
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
と
は
把
握
し
て
い
る
。

　 

現
在
音
声
で
告
知
し
て
い
る
方
法
を
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
変
更
す
る
の
だ
か
ら
、こ
れ
ま
で

自
動
に
音
声
で
全
世
帯
に
周
知
で
き
て
い
た

も
の
が
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に
触
ら
な
い
と
情

報
が
入
ら
な
い
仕
組
み
に
な
る
の
を
説
明
す

べ
き
で
は
。

　 

家
庭
に
貸
与
す
る
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
今

ま
で
ど
お
り
町
か
ら
の
情
報
は
自
動
的
に
流
れ

る
仕
組
み
で
あ
る
。

　 

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
と
情
報
が
入
り
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
な
い
世
帯
に
は
全
然
情
報
が
入

ら
な
い
の
か
。町
の
予
算
を
か
け
て
、
町
の
本

当
に
伝
え
た
い
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
危
険
性

が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
行
う
の
か
。

　 

今
後
は
文
字
情
報
で
ど
こ
に
い
て
も
複
数

件
見
え
る
こ
と
や
、
引
き
続
き
音
声
で
も
伝
え

ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
今
回
開
発
を
進

め
た
経
緯
が
あ
る
。

　 

無
償
対
応
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
75
歳
以

上
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
と
身
体
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
た
者
の
い
る
世
帯
と

の
こ
と
だ
が
、今
把
握
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
数

は
何
世
帯
な
の
か
。

　 

７５
歳
以
上
に
つ
い
て
は
1
5
5
0
世
帯
と
把

握
し
て
い
る
。身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
つ
い

て
は
、1
2
1
名
が
1
級
2
級
に
該
当
す
る
。

　  

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
が
1
5
5
0
世
帯

と
い
う
こ
と
だ
が
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
方

が
70
代
で
も
79
％
と
言
わ
れ
た
が
、こ
れ
を
踏

ま
え
て
1
0
0
0
台
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　 

75
歳
以
上
で
も
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
方
も
い

る
と
想
定
し
て
1
0
0
0
台
と
想
定
し
て
い
る
。

　 

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
気
に

な
っ
て
い
て
、導
入
す
る
に
あ
た
り
説
明
会
も

丁
寧
に
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
よ
り
ス

マ
ホ
で
簡
単
に
操
作
で
き
る
と
な
れ
ば
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
希
望
さ
れ
る
方
も
減
る
と
思
わ

れ
る
が
、本
当
に
そ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必
要
な

方
に
は
無
料
で
貸
し
出
す
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

　 

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
方
は
、そ
れ
を
活
用
し

て
情
報
を
入
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。た
だ
、持
っ

て
な
い
方
に
つ
い
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
無
料
配
布
の

年
齢
設
定
に
つ
い
て
は
75
歳
以
上
で
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　 

和
気
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協
議
会
と
空

家
等
対
策
協
議
会
の
報
酬
を
あ
げ
て
い
る
が
、

既
に
両
協
議
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。本
来
な

ら
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
と
き
に
、
委
員
の

報
酬
も
決
め
て
議
会
に
提
出
さ
れ
て
、
認
め

ら
れ
て
か
ら
の
協
議
会
開
始
が
本
来
の
形
で

は
な
い
の
か
。

　 

そ
の
と
お
り
だ
。た
だ
、こ
の
両
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
町
に
と
っ
て
未
知
数
の
組
織
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
計
画
等
策
定
し
て
い
き

た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、両
協
議

会
の
委
員
報
酬
に
つ
い
て
、
当
条
例
の
定
め
る

そ
の
他
委
員
の
報
酬
と
い
う
項
目
で
の
対
応
を

検
討
し
た
が
、
や
は
り
正
式
に
協
議
会
名
を
新

た
に
規
定
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　 

報
酬
を
認
め
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。当
然
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
が
、
協
議
会
の
話
が
出
た
と
き
に
、
き
ち

ん
と
規
定
し
て
か
ら
行
う
べ
き
で
あ
る
。遡
っ

て
行
う
こ
と
に
は
な
っ
て
い
る
し
、当
然
報
酬

も
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。新
た
な
協
議
会
が

決
ま
っ
た
時
点
で
、条
例
を
提
出
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

　 

指
摘
の
と
お
り
で
、提
案
す
る
こ
と
が
遅
れ
、

非
常
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
が
、
何
と
か
必

要
な
事
業
に
つ
い
て
進
め
た
い
の
で
お
願
い
し
た

い
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

地
域
情
報
通
信
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
今
の
音
声
告
知
端
末
が
い
つ
ま
で
も
使

用
で
き
な
い
の
で
、
時
代
に
合
わ
せ
た
形
で

流
れ
を
変
え
て
い
く
と
い
う
の
を
理
解
せ

ざ
る
を
得
な
い
。町
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。こ
れ
ま

で
音
声
告
知
端
末
が
無
償
で
全
戸
配
布

と
い
う
流
れ
で
き
て
い
る
か
ら
、
色
々
な
問

題
が
出
る
と
思
う
。不
合
理
に
な
ら
な
い
の

か
、
不
公
平
に
な
ら
な
い
の
か
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。不
安
を
持
っ
て

い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
。

意
見

本議会の動画はこちらから！ その1 その2

運営方法の見直しにより経営改善が図られる高原の宿ロマンツェ
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設
計
委
託
料
の
減
額
に
つ
い
て
そ
の
内

容
は
。

　 

揚
湯
ポ
ン
プ
の
設
計
に
つ
い
て
、
役
場
で
設

計
す
る
形
に
な
っ
た
た
め
、
委
託
費
用
を
全
て

減
額
し
た
。

　 

減
額
補
正
に
つ
い
て
、や
む
を
得
な
い
報

告
が
あ
っ
た
が
、専
任
の
支
配
人
が
配
置
さ
れ
、

積
極
的
に
運
営
し
て
ほ
し
い
な
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
が
、カ
ラ
オ
ケ
の
営
業
は
午
後
５
時

ま
で
で
、宿
泊
者
の
娯
楽
が
な
い
な
か
、カ
ラ

オ
ケ
は
午
後
10
時
頃
ま
で
や
っ
て
は
ど
う
か
。

人
件
費
と
か
色
々
な
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
が
。

　 

現
在
は
午
後
５
時
ま
で
で
、
コ
ロ
ナ
も
完
全

に
明
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
時
間
帯
の
延
長
は

厳
し
い
。音
に
つ
い
て
の
ク
レ
ー
ム
も
あ
り
、
も
う

少
し
時
機
を
見
て
検
討
し
た
い
。

　 

今
年
度
の
利
用
者
数
は
、
３
月
決
算
ま
で

10
％
ア
ッ
プ
の
12
万
4
千
人
ぐ
ら
い
の
読
み

な
の
か
。人
件
費
率
、
食
事
の
材
料
費
に
つ
い

て
こ
の
業
界
で
は
注
視
し
て
、
そ
れ
を
基
準

に
経
営
を
考
え
る
の
が
や
り
方
で
あ
る
が
、

こ
の
数
字
で
よ
い
の
か
。も
う
少
し
上
で
も
い

い
の
で
は
。温
泉
と
し
て
の
目
標
は
あ
る
の
か
。

　 

今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
比
で

88
%
ぐ
ら
い
の
見
込
み
に
な
っ
て
い
る
。今
後
、

現
状
の
人
数
実
績
に
基
づ
い
て
、
で
き
る
だ
け

予
算
に
沿
っ
た
形
で
98
%
程
度
を
見
込
ん
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。基
本
的
に
は
改
善
計
画
に

そ
っ
て
進
め
て
い
る
。諸
経
費
の
関
係
で
は
、
人

件
費
率
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
の
決
算
で
は

約
44
％
に
対
し
、37
%
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　 

宿
泊
者
に
つ
い
て
、
４
月
、
５
月
、
８
月
、

11
月
が
結
構
人
数
が
入
っ
て
い
る
が
、
藤
ま

つ
り
や
、
夏
は
和
文
字
焼
き
ま
つ
り
や
夏
休

み
も
あ
り
、
11
月
は
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
絡
み
で
、
宿
泊
が
増
え
て
い
る

状
況
な
の
か
。

　 
藤
ま
つ
り
の
時
期
は
祭
り
目
当
て
で
、
４
月

５
月
が
非
常
に
多
い
。８
月
は
和
文
字
焼
き
、
10

月
11
月
は
閑
谷
学
校
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
影
響

が
あ
る
。７
月
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
非

常
に
多
か
っ
た
。12
月
は
好
調
に
宿
泊
者
が
増

え
て
い
る
。

　 

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
12 月議会定例会では 8 人の議員が質問しました。

万代 哲央議員

• 岡山理大との包括連携を実現してほしいが
• 鳥獣害対策に鹿ソニックを活用してはどうか
• 和気橋、周辺道路の現状は

PAGE

16

神﨑 良一議員

• 水問題に今後どう対応していくのか

PAGE

17

西中 純一議員

• 自主防災組織はできているか
• バイオマスや自然エネルギー利用の促進

策は
• 空家対策はどうなった

PAGE

18

居樹　豊議員

• これでいいのか役場の業務遂行体制
• どうする地域おこし協力隊の活用

PAGE

19

ここが気になる！

我澤 隆司議員

• 文化創造、発信のテーマは
　夢のある発想はあるか
• 市町村たばこ税、9,379 万円の使い道は

14
PAGE

山本　稔議員

• オーガニックビレッジ宣言はできるのか
• スポーツ振興監の職務は　　

PAGE

15

山野 英里議員
PAGE

13
• 保育士の働き方改革は
• 和気ドームの活用方法は

山田 浩子議員
PAGE

12
• 帯状疱疹ワクチンの助成は
• こどもまんなか支援室を開設した現状は
• 手話言語条例の制定に向けた現状は
• 和気駅北エリアのまちづくりの展望は

　
交
通
公
園
の
遊
具
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
利
用
料
金
を
減
額
し
た
ら
、
公

園
で
遊
ん
だ
後
に
温
泉
に
入
っ
て
ご
飯
を

食
べ
て
帰
る
利
用
者
も
増
え
る
と
思
わ
れ

る
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

意
見

ご法要会席

料
理
長
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー

の
紹
介

和気鵜飼谷温泉のレストランで開催された草加勝選手祝賀会
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入
っ
て
ご
飯
を

食
べ
て
帰
る
利
用
者
も
増
え
る
と
思
わ
れ

る
の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

意
見

ご法要会席

料
理
長
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー

の
紹
介

和気鵜飼谷温泉のレストランで開催された草加勝選手祝賀会

和気町議会だより 第71号11



  

　松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
発
症
及
び
重
症
化
の
予
防
、経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
、
来
年
度
実
施
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
る
。

  　森元 社会教育課長
　旧大國家住宅の保存修理事業の完成に合わ
せて進めるのが適切だと考える。委員会を立ち上げ、
全体的なイメージやコンセプトの設定も見据えなが
ら進めたい。歴史民俗資料館も、どのような施策や
方法が効果的であるか改めて研究していきたい。

  　徳永 教育長
　様々な方から、北エリアの一体的な整備が必
要だとの意見がある。非常に大きな課題として捉
えている。文化振興、教育振興にぜひ取り組んで
いきたい。
  　太田 町長
　大きなビジョンを掲げながら進めていきたい。

　  

松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
こ
ど
も
ま
ん
な
か
支
援
室
を
身
近
に
感
じ
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
作
り
は
と
て
も
大
切
。

様
々
な
方
に
配
慮
し
た
案
内
板
を
制
作
し
て
い
く
。

②
買
物
支
援
等
、
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め

な
が
ら
、
来
年
度
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

来
年
度
以
降
の
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

③
改
め
て
制
度
化
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、
登
録
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
出
産
等
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
考
え
て
も
い
い
の

で
は
。

　  

①
あ
ま
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

　  

　看
板
を
ピ
ン
ク
色
に
す
る
等
、温
か
み
の

　  

　あ
る
窓
口
に
し
て
は
。

②
真
庭
市
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
よ

　う
に
気
軽
に
助
け
て
も
ら
え
る
体
制
が
必

　要
で
は
。

　1
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、フ
ァ
ミ

　リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
。

③
産
院
が
な
い
地
域
で
、急
を
要
す
る
妊
婦
を
事

　前
に
消
防
署
に
登
録
し
、緊
急
時
に
救
急
搬

　送
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。和
気
町
で
の
取
り

　組
み
は
。

山
田 

浩
子 

議
員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
は

来
年
度
実
施
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
る

こ
ど
も
ま
ん
な
か
支
援
室
を
開
設
し
た
現
状
は

和気駅北エリアの
まちづくりの展望は

一般質問の
様子を動画で！

くわしくはこちら

　  

ワ
ク
チ
ン
が
効
果
的
だ
が
費
用
が
高
額
で
あ

る
。ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
。

  　松田 健康福祉課長
　令和６年４月１日施行に向けて準備している。手話を使う人 が々
安心して暮らせる、より住みやすいまちづくりを進めていく。

手話言語条例の制定に向けた現状は

　  手話言語条例は、現在５００
を超える自治体に広がっている。
和気町の現状は。

　  現在の展望と、歴史文化エリアとして、歴
史民俗資料館の移転は。

保
育
士
の

働
き
方
改
革
は

喫
緊
の
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る

一般質問の
様子を動画で！

くわしくはこちら

  　利用状況やイベンド開催時の周知方法、混雑時の対応は。

  　

和気ドームの活用方法は

  

　新
田 

教
育
次
長

①
令
和
2
年
、厚
生
労
働
省
に
よ
る

　
と
、保
育
士
の
離
職
率
は
9.3
％
。働

　
き
方
改
革
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て

　
い
る
。町
内
で
は
各
に
こ
に
こ
園
に

　
事
務
員
を
配
置
し
て
い
る
。事
務

　
業
務
の
D
X
化
で
効
率
化
を
図
り
、

　
保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
。

②
看
護
師
な
ど
が
い
る
と
、保
育
士
や

　
保
護
者
も
安
心
す
る
。3
つ
の
園

　
を
看
護
師
が
巡
回
す
る
仕
組
み
な

　
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

③
自
治
体
で
オ
ム
ツ
の
準
備
を
す
る

　
こ
と
で
、働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

　
と
聞
い
て
い
る
。保
護
者
の
理
解
、

　
負
担
費
用
、平
等
性
な
ど
が
課
題

　
で
は
あ
る
。

④
人
員
確
保
に
努
め
て
い
く
。

  

　徳
永 

教
育
長

　
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。人
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題
だ
。

働
き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

  

　①
保
育
士
の
働
き
方
改
革
へ

　
　
　の
考
え
と
現
状
は
。

②
看
護
師
な
ど
多
職
種
が
勤
務
す

　る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
町
負
担
で
園
児
の
オ
ム
ツ
の
用

　意
は
で
き
な
い
か
。

④
延
長
保
育
時
間
な
ど
に
保
育
士

　を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

  　岡 産業振興課長
　利用状況は増加傾向にあるが、平日は空きが
ある。周知方法はイベント開催者へ任せている。

町関連は広報誌、告知放送、ホームページなど
で周知している。混雑時は警備員を配置し、臨時
駐車場などで対応している。

  　岡 産業振興課長
①予約の都合もあるので、自由に開放すること
　は難しい。未就学児は子どもひろばを活用し、
　小学生以上については現在、対応を検討して
　いる。有効利用のためにも、開放日を設けるな
　どの検討をする。
②SNS やホームページなどで周知していく。駐
　車場の対応は看板設置や警備会社とも話し
　合っていく。
③町民割は現在あるので、新たな割り引きは考
　えてはいない。

④シャトルバスは利用可能だ。しかし、以前に
　行ったが、利用者が少なかった。イベントの内
　容や規模を考えて判断する。
  　太田 町長
　駐車場不足は以前より問題だと考えていた。
駐車場拡張も検討している。

  　①和気ドームの利用促進として、子どもたちなどが利用はできないのか。
 ②イベント告知、駐車場の空き状況の表示などの工夫は。
 ③利用料の町民割は。
 ④混雑時などに町営バスなどを上手く利用できないのか。

山
野 
英
里 

議
員

　
健
全
な
子
ど
も
の
育
ち
の
た
め
に

も
、子
ど
も
の
身
近
に
い
る
保
育
士

や
親
の
負
担
を
軽
減
し
、子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
が
増
え
る
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
だ
。

意
見

　駐車場の拡張も一つの策ではあるが、今
あるものも上手く活用しながら、ドームの利用
促進を図ってほしい。

意見

よ
り
有
効
活
用
が

望
ま
れ
る
和
気
ド
ー
ム

パソコンなどを
用いて子どもの
登園状況を管理
できる園児の
出欠管理システム

オムツ無償化で
保育士の働き方
改革をしている市
町村も増えている

修
復
が
進
む

旧
大
國
家
住
宅
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　松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
発
症
及
び
重
症
化
の
予
防
、経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
、
来
年
度
実
施
に
向
け
て
準
備
を
し
て

い
る
。

  　森元 社会教育課長
　旧大國家住宅の保存修理事業の完成に合わ
せて進めるのが適切だと考える。委員会を立ち上げ、
全体的なイメージやコンセプトの設定も見据えなが
ら進めたい。歴史民俗資料館も、どのような施策や
方法が効果的であるか改めて研究していきたい。

  　徳永 教育長
　様々な方から、北エリアの一体的な整備が必
要だとの意見がある。非常に大きな課題として捉
えている。文化振興、教育振興にぜひ取り組んで
いきたい。
  　太田 町長
　大きなビジョンを掲げながら進めていきたい。

　  

松
田 

健
康
福
祉
課
長

①
こ
ど
も
ま
ん
な
か
支
援
室
を
身
近
に
感
じ
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
作
り
は
と
て
も
大
切
。

様
々
な
方
に
配
慮
し
た
案
内
板
を
制
作
し
て
い
く
。

②
買
物
支
援
等
、
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め

な
が
ら
、
来
年
度
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

来
年
度
以
降
の
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

③
改
め
て
制
度
化
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、
登
録
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
出
産
等
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
考
え
て
も
い
い
の

で
は
。

　  

①
あ
ま
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

　  

　看
板
を
ピ
ン
ク
色
に
す
る
等
、温
か
み
の

　  

　あ
る
窓
口
に
し
て
は
。

②
真
庭
市
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
よ

　う
に
気
軽
に
助
け
て
も
ら
え
る
体
制
が
必

　要
で
は
。

　1
歳
以
上
の
子
ど
も
を
対
象
に
、フ
ァ
ミ

　リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
は
。

③
産
院
が
な
い
地
域
で
、急
を
要
す
る
妊
婦
を
事

　前
に
消
防
署
に
登
録
し
、緊
急
時
に
救
急
搬

　送
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。和
気
町
で
の
取
り

　組
み
は
。

山
田 

浩
子 

議
員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
は

来
年
度
実
施
に
向
け
て

準
備
を
し
て
い
る

こ
ど
も
ま
ん
な
か
支
援
室
を
開
設
し
た
現
状
は

和気駅北エリアの
まちづくりの展望は

一般質問の
様子を動画で！

くわしくはこちら

　  

ワ
ク
チ
ン
が
効
果
的
だ
が
費
用
が
高
額
で
あ

る
。ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
。

  　松田 健康福祉課長
　令和６年４月１日施行に向けて準備している。手話を使う人 が々
安心して暮らせる、より住みやすいまちづくりを進めていく。

手話言語条例の制定に向けた現状は

　  手話言語条例は、現在５００
を超える自治体に広がっている。
和気町の現状は。

　  現在の展望と、歴史文化エリアとして、歴
史民俗資料館の移転は。

保
育
士
の

働
き
方
改
革
は

喫
緊
の
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る

一般質問の
様子を動画で！

くわしくはこちら

  　利用状況やイベンド開催時の周知方法、混雑時の対応は。

  　

和気ドームの活用方法は

  

　新
田 

教
育
次
長

①
令
和
2
年
、厚
生
労
働
省
に
よ
る

　
と
、保
育
士
の
離
職
率
は
9.3
％
。働

　
き
方
改
革
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て

　
い
る
。町
内
で
は
各
に
こ
に
こ
園
に

　
事
務
員
を
配
置
し
て
い
る
。事
務

　
業
務
の
D
X
化
で
効
率
化
を
図
り
、

　
保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
。

②
看
護
師
な
ど
が
い
る
と
、保
育
士
や

　
保
護
者
も
安
心
す
る
。3
つ
の
園

　
を
看
護
師
が
巡
回
す
る
仕
組
み
な

　
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

③
自
治
体
で
オ
ム
ツ
の
準
備
を
す
る

　
こ
と
で
、働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る

　
と
聞
い
て
い
る
。保
護
者
の
理
解
、

　
負
担
費
用
、平
等
性
な
ど
が
課
題

　
で
は
あ
る
。

④
人
員
確
保
に
努
め
て
い
く
。

  

　徳
永 

教
育
長

　
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。人
員
の
確
保
が
大
き
な
課
題
だ
。

働
き
方
改
革
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

  

　①
保
育
士
の
働
き
方
改
革
へ

　
　
　の
考
え
と
現
状
は
。

②
看
護
師
な
ど
多
職
種
が
勤
務
す

　る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
町
負
担
で
園
児
の
オ
ム
ツ
の
用

　意
は
で
き
な
い
か
。

④
延
長
保
育
時
間
な
ど
に
保
育
士

　を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

  　岡 産業振興課長
　利用状況は増加傾向にあるが、平日は空きが
ある。周知方法はイベント開催者へ任せている。

町関連は広報誌、告知放送、ホームページなど
で周知している。混雑時は警備員を配置し、臨時
駐車場などで対応している。

  　岡 産業振興課長
①予約の都合もあるので、自由に開放すること
　は難しい。未就学児は子どもひろばを活用し、
　小学生以上については現在、対応を検討して
　いる。有効利用のためにも、開放日を設けるな
　どの検討をする。
②SNS やホームページなどで周知していく。駐
　車場の対応は看板設置や警備会社とも話し
　合っていく。
③町民割は現在あるので、新たな割り引きは考
　えてはいない。

④シャトルバスは利用可能だ。しかし、以前に
　行ったが、利用者が少なかった。イベントの内
　容や規模を考えて判断する。
  　太田 町長
　駐車場不足は以前より問題だと考えていた。
駐車場拡張も検討している。

  　①和気ドームの利用促進として、子どもたちなどが利用はできないのか。
 ②イベント告知、駐車場の空き状況の表示などの工夫は。
 ③利用料の町民割は。
 ④混雑時などに町営バスなどを上手く利用できないのか。

山
野 

英
里 

議
員

　
健
全
な
子
ど
も
の
育
ち
の
た
め
に

も
、子
ど
も
の
身
近
に
い
る
保
育
士

や
親
の
負
担
を
軽
減
し
、子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
が
増
え
る
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
だ
。

意
見

　駐車場の拡張も一つの策ではあるが、今
あるものも上手く活用しながら、ドームの利用
促進を図ってほしい。

意見

よ
り
有
効
活
用
が

望
ま
れ
る
和
気
ド
ー
ム

パソコンなどを
用いて子どもの
登園状況を管理
できる園児の
出欠管理システム

オムツ無償化で
保育士の働き方
改革をしている市
町村も増えている

修
復
が
進
む

旧
大
國
家
住
宅

和気町議会だより 第71号13



オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
は
で
き
る
の
か

協
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
一般質問の
様子を動画で！
くわしくはこちら

山
本
　稔 

議
員

　  太田 町長
　県立高校において、スポーツ振興監が野球部の
監督をしている事例は多くあり、私は当初から和気
閑谷高校野球部の監督をスポーツ振興監である山
崎慶一氏にお願いしたいと思っていた。
　決定権は残念ながら私にはない。

　  前にスポーツ振興監の職務について聞いたが、和気閑谷高校の野球部監督に
なるとは聞いていなかったがどうか。

  

　今
田 

副
町
長

　
町
に
お
け
る
有
機
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、国
の
補
助
金
で
あ
る
有
機
農
業
産
地
づ
く
り

推
進
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
、町
、普
及
セ
ン

タ
ー
、J
A
、町
内
の
農
業
団
体
で
構
成
さ
れ
る

和
気
町
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
が

主
体
と
な
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
協
議
会
内
の
意
見
の
折
り
合
い
が
つ

か
ず
、意
見
調
整
に
時
間
を
要
し
た
が
、

現
在
は
協
議
が
調
い
、順
次
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、年
度
内
の
事
業
完
了
に

向
け
、協
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
本
町
で
は
令
和
６
年
４
月
の
宣
言
を

目
指
し
て
お
り
、今
後
５
か
年
の
実
施

計
画
の
策
定
、稲
作
、野
菜
教
室
普
及

啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
み
、地
域
を

巻
き
込
ん
だ
事
業
展
開
を
し
て
い
く
。

  

　
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
緊
急
対

策
事
業
の
経
過
は
。

　
途
中
協
議
会
の
内
部
事
情
で
進
ん
で
い

な
か
っ
た
が
、本
当
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
で
き
る
の
か
。

  

　今
田 

副
町
長

　
委
託
事
業
の
報
告
書
に
つ
い
て
は
、私
の
考
え
で
は
あ
る
が
事
業

主
体
が
ど
こ
で
あ
れ
、受
託
者
が
責
務
と
し
て
記
録
、報
告
を
行
う

義
務
が
あ
り
、そ
れ
に
対
し
対
価
を
支
払
う
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

  

　
委
託
事
業
は
委
託
先
が
記
録
と
報
告
を
全
部
し
な
い

と
い
け
な
い
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
。町
が
委
託
し
た
場

合
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
協
議
会
が
委
託
す
る
の
だ
か

ら
記
録
と
報
告
は
事
務
局
が
す
る
取
り
決
め
を
す
れ
ば

問
題
は
な
か
っ
た
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
め
た
。

な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　  

永
宗 

総
務
部
長

　
個
別
事
業
と
し
て
は
予
算
執
行
し
て
い
な
い
。令
和
２
年

度
に
健
康
増
進
法

の
改
正
が
あ
り
、庁

舎
東
側
に
喫
煙
場

所
を
整
備
し
た
。今

後
も
禁
煙
の
推
奨
、

受
動
喫
煙
防
止
を

推
進
し
た
い
。喫
煙

の
効
用
に
つ
い
て
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
認
識
。

市
町
村
た
ば
こ
税
、９
３
７
９
万
円
の
使
い
道
は

　  

・目
的
税
で
は
な
い
が
、受
動
喫
煙
防
止
な
ど
に

ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い
る
か
。

・
和
気
駅
前
、鵜
飼
谷
温
泉
、和
気
町
役
場
、公
園
な

ど
、受
動
喫
煙
防
止
、喫
煙
環
境
整
備
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。今
後
ど
う
考
え
る
か
。

・
町
内
の
１
４
０
０
人
の
喫
煙
者
と
の
共
存
を
ど
う

考
え
る
か
。喫
煙
の
効
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　  

和
気
駅
前
は
喫
煙
所
を
設
け
て
分
煙

し
て
ほ
し
い
。駅
か
ら
和
気
閑
谷
高
校
ま

で
の
通
学
路
は
、全
面
禁
煙
に
す
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

　
鵜
飼
谷
温
泉
の
く
つ
ろ
げ
る
喫
煙
所
整

備
は
集
客
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
。

　
喫
煙
者
だ
け
で
は
な
く
、多
様
な
人
た
ち

が
共
生
で
き
る
町
を
ぜ
ひ
目
指
し
て
い
た
だ

き
た
い
。た
っ
た
１
万
３
０
０
０
人
の
町
な
の
で
、

内
に
も
外
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
、町
民
が
誇
り

が
持
て
る
町
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

意
見 　  

太
田 

町
長

　
喫
煙
者
の
権
利
も
あ
る
。今
後
、検
討
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　  

大
竹 

鵜
飼
谷
温
泉
支
配
人

　
６
階
に
喫
煙
室
。１
階
の
屋
外
に
喫
煙
所
を
設

け
て
い
る
が
、２
階
の
フ
ロ
ン
ト
の
近
く
の
屋
外
へ

移
動
予
定
。く
つ
ろ
げ
る
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
は
考
え

て
い
な
い
。

分煙施設が期待される和気駅前

　  

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
昨
年
度
の
学
び
館
サ
エ
ス
タ
の
利

用
者
数
は
１
万
９
１
１
０
人
、
図
書

館
は
１
万
４
７
３
８
人
、
体
育
館
は

３
万
７
８
１
１
人
。
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
貸
し
館
の
み
で
年
間
５４
件
の

利
用
が
あ
っ
た
。

　
発
信
の
テ
ー
マ
と
し
て
の
和
気
清

麻
呂
公
に
つ
い
て
は
、
機
運
の
醸
成

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
美
術
館
を
新

設
す
る
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　  

徳
永 
教
育
長

　
よ
り
芸
術
性
が
高
い
も
の
に
触
れ

る
と
い
う
部
分
で
は
、
ま
だ
不
十
分

な
部
分
が
あ
る
。
町
民
誰
し
も
が

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
人
生
を
送
る

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と

で
、
文
化
活
動
が
そ
れ
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

文
化
創
造
、

発
信
の
テ
ー
マ
は

夢
の
あ
る
発
想
は
あ
る
か

和
気
清
麻
呂
公
な
ど
は
、機
運

の
醸
成
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

発
信
の
テ
ー
マ
は
研
究
課
題
と

し
た
い

一般質問の
様子を動画で！
くわしくはこちら

　  

和
気
町
の
文
化
発
信
の

テ
ー
マ
や
夢
の
あ
る
発
想
は
あ

る
か
。文
化
の
薫
り
が
し
な
い

ま
ち
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

サ
エ
ス
タ
、図
書
館
、体
育
館
な

ど
の
利
用
状
況
は
。

美
術
館
を
造
る
考
え
は
あ
る
か
。

　  

学
校
で
の
美
術
や
音
楽
な

ど
普
通
の
生
活
に
ど
う
つ
な

げ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
か
。

我
澤 

隆
司 

議
員

　
和
気
町
で
は
、都
会
と
同
じ

新
聞
や
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
て
、都
会
と
同
じ
も
の
を

買
っ
て
生
活
で
き
る
。鉄
道
も
高

速
道
路
も
あ
る
。住
宅
事
情
も

悪
く
な
い
。た
だ
ひ
と
つ
、本
物
の

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
。

こ
れ
を
少
し
埋
め
な
い
と
、生
活

の
満
足
感
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
に

思
う
。

意
見

和
気
の
象
徴
、和
気
清
麻
呂
公

スポーツ振興監の職務は

有機無農薬米の稲刈りまつりの一コマ

和気高野球部の練習風景
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の
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度
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予
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に
触
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と
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い
。た
だ
ひ
と
つ
、本
物
の

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
。

こ
れ
を
少
し
埋
め
な
い
と
、生
活

の
満
足
感
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
に

思
う
。

意
見

和
気
の
象
徴
、和
気
清
麻
呂
公

スポーツ振興監の職務は

有機無農薬米の稲刈りまつりの一コマ

和気高野球部の練習風景
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岡
山
理
大
と
の
包
括
連
携
を

実
現
し
て
ほ
し
い
が

今
後
協
定
に
向
け
て

進
め
て
い
き
た
い

水
問
題
に
今
後
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か

計
画
的
な
更
新
を

進
め
て
い
く

  　

  

　吉
備
中
央
町
の
水
問
題
を

ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
か
。

  

　田
村 

産
業
建
設
部
長

　
吉
備
中
央
町
の
水
源
で
P
F
A
S
（※

用
語
解

説
P
7
）が
発
見
さ
れ
た
。そ
の
報
告
を
県
に
行
っ
て

い
な
か
っ
た
。P
F
A
S
が
有
害
な
た
め
、飲
料
水
の

給
水
停
止
が
行
わ
れ
、岡
山
市
等
か
ら
給
水
車
の
応

援
が
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

  　田村 産業建設部長
　PFASは合計で１リットルあたり５０ナノグラムの暫定目標値だ
が、今後WHOのガイドラインの設定や国も水質管理においても
要検討項目に追加される可能性もあるので、調査研究していく。

  　PFASの目標値にどのように対応していくのか。

  　和気町の水は大丈夫か。

  　水道管の老朽化を含めた水問題に今後どう対応していくのか。

  

　そ
れ
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。

  

　田
村 

産
業
建
設
部
長

　
山
陽
新
聞
に
よ
る
と
、岡
山
県
知
事
は『
吉
備
中

央
町
に
緊
急
性
、重
大
性
の
認
識
が
な
く
、県
へ
の
報

告
を
含
め
、適
切
な
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
だ
』と
述
べ
て
い
る
。

  　

  　田村 産業建設部長
　PFASは水質基準ではなく、目標基準であるので、和気町では
年1回の検査を実施している。佐伯エリアは10月16日、和気エリ
アは前倒しで１０月２６日に水質検査を実施した。結果は和気町
の水は安全で、そのことを和気町のホームページで周知した。

和気橋、周辺道路の現状は

鳥獣害対策に鹿ソニックを活用してはどうか

  　 西本 都市建設課長
　５年に１度定期点検の実施、早期修繕につなげて、長寿命
化を図っているのが現状である。

  　架け替え、バイパス化の懸案、岡山県の見解は。

  　 太田 町長
　全力で課題の解決に取り組んでいく。今
後トップミーティングも予定されている。
　その場で、今の要望を話す。

  　実施した耐荷力調査の結果
は詳しく説明していただきたい。
また、毎年この調査は継続してほ
しい。そして何より原地内本地内
の交通事情の実態を話したい。県
と町、議会、地元等一堂に会して
話し合う場を設定してほしいが。

  　 西本 都市建設課長
　たわみは、基準値の半分以下であり、問題ないという判断
だ。原地内県道は２車線で歩道もあり、バイパス化のハードル
は高い。

  　昨年の耐荷力調査の結果と、バイパス化につ
いての岡山県の見解は。

万
代
　哲
央 

議
員

神
﨑
　良
一 

議
員

一般質問の
様子を動画で！
くわしくはこちら

一般質問の
様子を動画で！
くわしくはこちら

  　 田村 産業建設部長
　人に聞こえにくい高周波を照射して、野生動物に警告をする機械である。

  　「鹿ソニック」とは、どんな機械か。

  　 田村 産業建設部長
　人が生活する範囲に害獣の出没が減少する。また、農地への進入を防ぐ
ため金網で囲っているが、道とか囲めない部分に設置することで効果がある。

  　設置すると今後期待される効果は。

  　 田村 産業建設部長
　街灯の１００Ｖの電源を活用して設置したい。広い範囲に効果があ
り、町民の安全に寄与できる。

  　通学路に設置する計画か。
目標値以下ではあるが、ＰＦＡＳが検出された
南部水源地（上）と吉田水源地（下）

和気町への水の供給が
検討されている備前市坂根浄水場

  

　 

田
村 

産
業
建
設
部
長

①
害
獣
対
策
で
、「
鹿
ソ
ニ
ッ

ク
」や
イ
ノ
シ
シ
を
撃
退

す
る「
い
の
ド
ン
」の
試
験

設
置
を
し
て
い
る
。今
後

は
、
鳥
に
特
化
し
た

「
バ
ー
ド
ソ
ニ
ッ
ク
」の
実

験
に
も
取
り
組
む
と
聞

い
て
い
る
。

②「
岡
山
理
大
う
な
ぎ
」が

本
年
寿
司
店
で
販
売
さ

れ
、１
万
２
千
食
を
完
売

し
た
。こ
の
う
な
ぎ
は

「
好
適
環
境
水
」で
飼
育

さ
れ
た
も
の
で
、魚
の
成

長
も
早
ま
る
飼
育
水
と

聞
い
て
い
る
。

③
恐
竜
の
研
究
に
力
を
入

れ
て
い
る
。「
歩
け
、走
れ
、

群
れ
ろ
恐
竜
」
を
テ
ー
マ

に
市
民
講
座
を
１２
月
に

開
催
す
る
な
ど
、
学
内

至
る
所
に
恐
竜
の
展
示

が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　  

岡
山
理
大
の
先

進
的
研
究
の一端
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
。

  　 太田 町長
　「鹿ソニック」を活用して、害獣の駆
除に役立てたい。実証実験を行い、
今後積極的に活用していきたい。

  　今後の鳥獣害対策に「鹿
ソニック」の活用をお願いした
いが。

町内に
設置されている
鹿ソニック

  　田村 産業建設部長
　本管破裂や漏水の発生もあり、計画的な更新を進めていく必要がある。具体的には県の国道３７４号
線の歩道整備を利用し、水道管の布設を協議したり、また備前市坂根浄水場の整備に伴い、和気町へ
の供給も協議中である。

２
０
２
３
年
11
月
22
日

山
陽
新
聞
の
記
事
見
出
し

昨年 12月に老朽化で水道管本管が破裂し、
水道管布設が協議されている国道 374 号（衣笠地内）

学内には恐竜博物館がある

和気町議会だより 第71号 16
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こ
れ
で
い
い
の
か

役
場
の
業
務
遂
行
体
制

町
民
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
最
大
限

取
り
組
ん
で
い
く

一般質問の
様子を動画で！
くわしくはこちら

居
樹
　豊 

議
員

公営塾で活動している地域おこし協力隊

そして、退任後の定住に向け本人の意向
を確認し、サポート体制を構築する必要が
ある。
  　今田 副町長
　今後も後任の隊員を受け入れるべく、
新たな活動についても検討していきたい。

　  寺尾 まち経営課長
　隊員の活動状況については、配属先の担当課
において把握しており、毎月、隊員全員でミーティン
グを行い情報共有に努めている。
　３年間の活動については、退任の際に総括として
発表の場を設けている。今後の課題として、隊員の
持つ経歴やスキルを生かすため、ある程度の自由度
を認めミッションを設定する必要がある。

　  和気町地域おこし協力隊は高校の魅
力化、公営塾、移住推進、情報発信など本
町の活性化のため、現在７名が活動して
いる。
　３年間の活動後は、和気町に定住して
いる方もいて、今後の地域おこし協力隊
の有効活用についての考えを伺いたい。

どうする地域おこし協力隊の活用

町政の本丸役場本庁舎

  

　今
田 

副
町
長

　
産
業
振
興
課
に
お
い
て
業
務
の
拡
大
が
続
き
、職
員

の
負
担
感
も
増
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。組
織

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、個
々
の
能
力
を
十
分
に
生
か
し
、

業
務
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
た
体
制
整
備
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

  

　太
田 

町
長

　
組
織
の
責
任
者
と
し
て
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
最
大
限
の
注
意
を
払
い
、不
断
の
取
り
組
み
を

行
い
た
い
。

  

　永
宗 

総
務
部
長

　
①
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
各
担
当
に
お
い

　
　
て
絶
え
ず
点
検
を
行
い
、住
民
サ
ー
ビ
ス
向

　
　
上
の
た
め
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

　
②
農
業
・
観
光
等
を
所
管
す
る
産
業
振
興
課

　
　
の
業
務
は
、多
岐
に
わ
た
り
業
務
の
拡
大
が

　
　
続
い
て
い
る
状
況
で
、係
の
枠
を
越
え
て
業

　
　
務
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
、人
員
配
置
に
つ
い
て
庁
舎
内
全
体

　
　
の
業
務
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
、毎
年

　
　
検
討
し
て
い
る
。

　
③
日
々
の
実
務
を
通
じ
、職
員
個
々
の
専
門
的

　
　
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
る
。

  

　人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
の
下
、税
収

も
減
り
厳
し
い
状
況
の
中
で
、町
民
の
負

託
に
応
え
て
い
く
た
め
、今
後
ど
の
よ
う

に
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

①
各
担
当
業
務
の
見
直
し

②
農
業・観
光
振
興
等
の
組
織
の
見
直
し

③
人
財
育
成（
業
務
の
習
熟
）に
つ
い
て

　 

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　  

河
野 

危
機
管
理
室
長

　
町
内
５２
区
の
す
べ
て
に
自
主
防
災
組
織
は

結
成
さ
れ
て
お
り
、
地
区
の
防
災
計
画
や
避
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、
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タ
ー
発
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機
を
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。

　  

災
害
が
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時
は
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。
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画

を
進
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一般質問の
様子を動画で！
くわしくはこちら

　  

自
主
防
災
組
織
は
で
き
て
い
る
か
。

空家対策はどうなった

　  寺尾 まち経営課長
　解決の特効薬はなく、空き家の掘り起こ
し、空き家バンクの情報提供を地道にやっ
ていく。

　  空家が転入者の需要に追い付
いていないのでは。

　  西本 都市建設課長
　12月13日に施行される改正空家法により、和気町空
家等対策の推進に関する特別措置法施行細則を空家
対策協議会ではかり、特定空家等に関する事項に対応
していく。

　  特定空家に対する対策はどうなった。

バイオマスや自然エネルギー利用の促進策は

　  竹内 住民課長
　牛糞を活用するような事業例について当
該畜産農家と昨年12月以降協議を行った
ところ、現在研究はされているが具体的な事
業内容や計画が決まったら報告を受けるこ
とになっている。ただし、町として誘致すると
いったものではなく、あくまで畜産業者と牛
糞を活用する事業者の事業活動によるとこ
ろである。しかし、臭気問題の解決につなが
るものと考え、町としても協力できるところは
積極的に協力していきたいと考えている。

　  １年前に、本荘地区の臭気問題
の解決策として、牛糞利用のバイオ
マス発電や堆肥製造工場の誘致な
どが提案されたが、牧場の意向も聞
いてみないとわからないということ
だったが、結果は。

  　竹内 住民課長
　この事業は岡山連携中枢都市圏の中から４市３
町で実施している。参加する市町村の住民に購入
希望を募り、一括発注することで価格低減を促し、再
生可能エネルギーの普及拡大をはかる事業である。
実施に当たっては各市町と協定を実施しているアイ
チューザー株式会社が事務局となっており販売施工
事業者は岡山市が入札を実施することで決定し、各
市町は広報活動を行う。昨年度参加登録１６件、契
約数２件、今年度は参加登録１５件となっている。

  　岡 産業振興課長
　町としては伐採事業者を育成するために国の制
度により電気の売電価格が上がる森林経営計画の
策定支援や森林所有者への意向調査に取り組ん
でいる。

  　ソーラー発電システムとバッテリーの
共同購入の斡旋の実績は。

  　広葉樹を利用した木質バイオマス発
電の事業誘致はどうなったか。
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樹
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公営塾で活動している地域おこし協力隊

そして、退任後の定住に向け本人の意向
を確認し、サポート体制を構築する必要が
ある。
  　今田 副町長
　今後も後任の隊員を受け入れるべく、
新たな活動についても検討していきたい。

　  寺尾 まち経営課長
　隊員の活動状況については、配属先の担当課
において把握しており、毎月、隊員全員でミーティン
グを行い情報共有に努めている。
　３年間の活動については、退任の際に総括として
発表の場を設けている。今後の課題として、隊員の
持つ経歴やスキルを生かすため、ある程度の自由度
を認めミッションを設定する必要がある。

　  和気町地域おこし協力隊は高校の魅
力化、公営塾、移住推進、情報発信など本
町の活性化のため、現在７名が活動して
いる。
　３年間の活動後は、和気町に定住して
いる方もいて、今後の地域おこし協力隊
の有効活用についての考えを伺いたい。

どうする地域おこし協力隊の活用

町政の本丸役場本庁舎

  

　今
田 

副
町
長

　
産
業
振
興
課
に
お
い
て
業
務
の
拡
大
が
続
き
、職
員

の
負
担
感
も
増
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。組
織

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、個
々
の
能
力
を
十
分
に
生
か
し
、

業
務
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
た
体
制
整
備
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

  

　太
田 

町
長

　
組
織
の
責
任
者
と
し
て
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
最
大
限
の
注
意
を
払
い
、不
断
の
取
り
組
み
を

行
い
た
い
。

  

　永
宗 

総
務
部
長

　
①
業
務
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見
直
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つ
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各
担
当
に
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絶
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行
い
、住
民
サ
ー
ビ
ス
向

　
　
上
の
た
め
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

　
②
農
業
・
観
光
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を
所
管
す
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産
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振
興
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岐
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。

　
　
　
ま
た
、人
員
配
置
に
つ
い
て
庁
舎
内
全
体

　
　
の
業
務
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら
、毎
年

　
　
検
討
し
て
い
る
。
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々
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。
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　  寺尾 まち経営課長
　解決の特効薬はなく、空き家の掘り起こ
し、空き家バンクの情報提供を地道にやっ
ていく。

　  空家が転入者の需要に追い付
いていないのでは。

　  西本 都市建設課長
　12月13日に施行される改正空家法により、和気町空
家等対策の推進に関する特別措置法施行細則を空家
対策協議会ではかり、特定空家等に関する事項に対応
していく。

　  特定空家に対する対策はどうなった。

バイオマスや自然エネルギー利用の促進策は
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とになっている。ただし、町として誘致すると
いったものではなく、あくまで畜産業者と牛
糞を活用する事業者の事業活動によるとこ
ろである。しかし、臭気問題の解決につなが
るものと考え、町としても協力できるところは
積極的に協力していきたいと考えている。

　  １年前に、本荘地区の臭気問題
の解決策として、牛糞利用のバイオ
マス発電や堆肥製造工場の誘致な
どが提案されたが、牧場の意向も聞
いてみないとわからないということ
だったが、結果は。

  　竹内 住民課長
　この事業は岡山連携中枢都市圏の中から４市３
町で実施している。参加する市町村の住民に購入
希望を募り、一括発注することで価格低減を促し、再
生可能エネルギーの普及拡大をはかる事業である。
実施に当たっては各市町と協定を実施しているアイ
チューザー株式会社が事務局となっており販売施工
事業者は岡山市が入札を実施することで決定し、各
市町は広報活動を行う。昨年度参加登録１６件、契
約数２件、今年度は参加登録１５件となっている。

  　岡 産業振興課長
　町としては伐採事業者を育成するために国の制
度により電気の売電価格が上がる森林経営計画の
策定支援や森林所有者への意向調査に取り組ん
でいる。

  　ソーラー発電システムとバッテリーの
共同購入の斡旋の実績は。
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和気町議会だより 令和6年1月25日発行第71号

Information

　あなたが撮った写真が『議会だより』
の表紙になります！
　発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい
町民の笑顔やイベント行事などの写真
をお送りください。
　採用になったお写真は、『議会だより』
表紙に掲載するとともに、誌面で紹介さ
せていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。

＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページ
をご覧いただくか、事務局までお問い合わせく
ださい。

写真はイメージです。

「高原の宿ロマンツェからの初日の出」

今月の表紙

　
町
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ
が
新
し

く
な
り
、１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

緊
張
の
か
た
ま
り
だ
っ
た
新
人
議

員
の
私
も
、少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た

か
な
〜
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
が
、魅
力
あ
ふ
れ
る

大
好
き
な
和
気
町
の
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。

　
さ
て
、い
よ
い
よ
４
月
か
ら
、新

し
い
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
社
会
の

発
展
に
伴
い
、今
後
は
ス
マ
ホ
を
利

用
し
て
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
和
気

町
の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ス
マ
ホ
の

な
い
方
に
は
町
か
ら
専
用
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。説
明
会
が
順
次
行
わ
れ
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、

和
気
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」は
い
か

が
で
し
た
か
？
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、写
真
を

多
く
取
り
入
れ
た
り
、字
数
を
減
ら

し
た
り
工
夫
し
て
み
ま
し
た
。よ
り

読
み
や
す
い
紙
面
作
り
の
た
め
、今

後
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
山
田 

浩
子
）

編
集
後
記

一部加工・トリミングして掲載しています。

表紙写真を
募集しています

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

三保高原スポーツ＆リゾート
議会広報編集委員会
初日の出を拝みにロマンツェに行き
ました。少し雲がありましたが綺麗な
初日の出を見ることができました。

和気町議会

第71号
令和5年
12月定例会

❺ 質疑と答弁　❽ 委員長報告
　 一般質問11

❷ 12月議会定例会・1月議会臨時会


